
72



2

Contents INFORMATION

東京工科大学前学長　故輕部征夫儀　お別れの会

大学院医療技術学研究科臨床検査学専攻の新設

言語聴覚学分野を加えたリハビリテーション学科を新設

プレスリリース

　学校法人片柳学園「UIJ ターン就職支援に関する協定」を締結

　研究成果：応用生物学部　西良太郎准教授

　　　　　　応用生物学部　杉山友康教授

　　　　　　コンピュータサイエンス学部　亀田弘之教授

　新入生「コミュニケーションツール」利用実態調査を発表

　「CEATEC2020 ONLINE」でコンピュータサイエンス学部「ラボ」の研究成果を発表

　医療保健学部作業療法学科学生の卒業論文が学術誌に掲載

応用生物学部 / コンピュータサイエンス学部 / メディア学部 / 工学部

デザイン学部 / 医療保健学部 / 教養学環 / 大学院 / 片柳研究所

応用生物学部 / コンピュータサイエンス学部 / メディア学部 / 工学部

デザイン学部 / 医療保健学部 / 教養学環

大学院　バイオ・情報メディア研究科 / 工学研究科 / デザイン研究科

人事（採用・任命・昇格・退職） / 訃報

動物実験実施状況

遺伝子組換え実験実施状況

外部研究費関連

　公的資金（各省庁等の助成事業）

　科学研究費助成事業採択課題一覧（新規課題）

　科学研究費助成事業採択課題一覧（継続課題）

　科学研究費助成事業採択課題一覧（延長課題）

主要日誌

写真部　/　フットサル同好会　/　総合創作部

弓道部　/　ボウリング部　/　Linux Club

新体制でキャリアコーオプセンターがスタート

新型コロナウイルス感染拡大による企業の採用活動および学生の就職活動

令和 2年度「学位記授与式（卒業式）」日程

東京工科大学『オンライン TUT 祭』活動報告

東京工科大学同窓会活動報告

2021 年度前期学年暦・学内行事予定

上高地の風景（壁画）

就任のご挨拶

Campus Scenes

学長メッセージ

大学事務局便り

KOUKADAI INFORMATION

学生サークル紹介

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

学生 ・ 教員の受賞と活動

KOUKADAI TOPICS06

10

22

０４

24

28

32

36

表紙写真

八王子キャンパス
片柳研究所棟エントランスホール

2020 年 12 月中旬撮影

東京工科大学では、 本学の情報を

SNS を通じて、 在学生、 教職員、

卒業生および受験生 ・ 一般の方な

どに発信し、 本学の魅力を伝える目

的で各種公式 SNS アカウントを運

営しています。 最新のニュースなど

を紹介していますので、 アカウント

をお持ちの方はぜひフォローしてく

ださい。

YouTube

twitter

LINE

Facebook

Instagram

■八王子キャンパス

■蒲田キャンパス

〒 192-0982 東京都八王子市片倉町 1404-1

〒 144-8535 東京都大田区西蒲田 5-23-22

TEL 042-637-2111 （代）

TEL 03-6424-2111 （代）

72



3



4

就
任
の
ご
挨
拶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
2
0
2
0
年

4
月
1
日
付
で
学
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
大
山
恭
弘
で
す
。

本
学
は
、
1
9
8
6
年
の
開
学
以
来

『
実
学
主
義
教
育
』
を
掲
げ
、
教
育
・

研
究
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
単
科
大
学
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
30
年
あ
ま
り
で
、
工
学
部
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
、
応
用
生
物
学
部
、
デ
ザ
イ
ン

学
部
、
医
療
保
健
学
部
と
大
学
院
を
擁

す
る
理
工
系
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
、

2
0
2
1
年
4
月
に
は
、
大
学
院
（
医

療
技
術
学
研
究
科
臨
床
検
査
学
専
攻
）

と
医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科
（
言
語
聴
覚
学
専
攻
／
理
学
療

法
学
専
攻
／
作
業
療
法
学
専
攻
）
を
新

設
い
た
し
ま
す
。

「
生
活
の
質
の
向
上
、
技
術
の
発
展

と
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
成
す
る
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

常
に
そ
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材

を
育
て
て
き
た
流
れ
を
一
層
加
速
さ
せ

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

私
は
、
1
9
9
1
年
に
本
学
旧
工
学

部
機
械
制
御
工
学
科
に
着
任
し
、
大
学

の
学
部
改
組
・
新
設
に
伴
い
、
バ
イ
オ

ニ
ク
ス
学
部
（
現
応
用
生
物
学
部
）、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、
工

学
部
機
械
工
学
科
に
お
い
て
、
制
御
工

学
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
教
育
・
研
究
に

携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
学

長
と
し
て
2
0
1
9
年
に
策
定
さ
れ
た

東
京
工
科
大
学
中
長
期
計
画
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ

ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
2
0
3
0
を
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
着
実
に
実
行
し
、「
学
生
に

選
ば
れ
る
大
学
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ

東京工科大学学長

学長メッセージプロフィール

昭和 60 年 3 月

平成 3 年 4 月

平成 8 年 4 月

平成 14 年 4 月

平成 15 年 4 月

平成 20 年 4 月

平成 27 年 4 月

平成 31 年 4 月

東京工業大学大学院理工学研究科制御工学専攻博士課程修了（工学博士）

東京工科大学　旧工学部機械制御工学科講師として着任

　同　　　上　　　旧工学部機械制御工学科助教授

　同　　　上　　　旧工学部機械制御工学科教授

　同　　　上　　　バイオニクス学部教授

　同　　　上　　　コンピュータサイエンス学部教授

　同　　　上　　　工学部機械工学科教授 ・ 工学部長

　同　　　上　　　工学部機械工学科教授 ・ 副学長 大山恭弘

る
大
学
、
産
業
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
大

学
」
を
目
指
し
て
教
育
改
革
・
大
学
改

革
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。2

0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
中
で
拡
大
す
る
と
い

う
誰
も
予
期
し
な
か
っ
た
一
年
と
な

り
、
入
構
規
制
や
遠
隔
授
業
の
導
入
、

感
染
対
策
な
ど
、
当
初
計
画
の
大
幅
な

変
更
や
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。本
学
と
し
て
は
、

学
生
、
教
職
員
の
安
全
を
第
一
と
し
な

が
ら
、
学
生
の
学
び
の
機
会
、
学
び
の

支
援
を
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継
続
し
、

学
生
に
と
っ
て
必
要
な
学
修
時
間
、
学

修
事
項
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

片
柳
学
園
で
は
年
頭
よ
り
学
生
・
教

職
員
に
注
意
喚
起
を
始
め
る
と
と
も

に
、
理
事
長
の
も
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
初
動
対
策
委
員
会
／
緊
急

対
策
委
員
会
を
発
足
し
、
大
学
も
本
委

員
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
学
長
室

を
中
心
と
し
て
、
副
学
長
、
学
長
補
佐
、

学
部
長
、
学
環
長
、
事
務
局
等
の
参
加

の
も
と
に
対
策
会
議
を
毎
週
開
催
し
、

感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
て
対
処
し

て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
を
考
慮
し
て
始

ま
っ
た
遠
隔
授
業
の
取
組
み
は
、学
生
、

教
職
員
と
も
試
行
錯
誤
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
学
び
方
、
新
し

い
教
育
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
機
会
と

し
て
本
学
の
教
育
改
革
を
強
く
推
進
す
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大
学
院
医
療
技
術
学
研
究
科

臨
床
検
査
学
専
攻
の
設
置

医
療
保
健
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

る
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
全
学
生
が
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
必
携
と
い
う
環
境
で
学
修
支
援

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
授
業
を
実
施
し

て
い
た
た
め
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
遠

隔
授
業
が
開
始
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
左
表
に
て
大
学
の
対
応
の
主
な
も

の
を
時
系
列
的
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で

少
し
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
授
業
形
態
に
つ
い
て

遠
隔
授
業
に
は
、
自
宅
か
ら
学
修
支

援
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｅ
）
を
利

用
し
た
資
料
掲
示
型
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
義
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｍ

ｅ
ｅ
ｔ
な
ど
の
ビ
デ
オ
会
議
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
双
方
向
型
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
講
義
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
対
面
授
業

は
、
部
屋
で
の
人
数
を
制
限
し
、
換
気
・

消
毒
に
注
意
し
、
感
染
防
止
に
対
応
し

た
内
容
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

教
室
で
の
対
面
授
業
を
同
時
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
配
信
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業

や
、
人
数
制
限
し
た
空
き
教
室
で
遠
隔

授
業
を
受
講
で
き
る
な
ど
の
対
策
・
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

＊
研
究
活
動
に
つ
い
て

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
対
面
、
遠
隔

形
式
を
併
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

遠
隔
形
式
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

医
療
保
健
学
部
の
臨
地
・
臨
床
実
習
、

工
学
部
の
コ
ー
オ
プ
実
習
に
つ
い
て
は

受
け
入
れ
先
と
の
調
整
の
上
、
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
就
職
支
援
に
つ
い
て

6
月
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
就
職
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
学
生
の

就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

＊
奨
学
金
等
学
修
支
援
に
つ
い
て

学
費
の
延
納
・
分
納
の
ご
相
談
に
応

じ
つ
つ
、
大
学
の
支
援
と
し
て
は
全
学

生
に
一
律
5
万
円
の
学
修
支
援
金
の
給

付
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
計
急
変
し
た

学
生
の
授
業
料
減
免
措
置
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
本
年
度
か
ら
国
の
高
等
教

育
の
修
学
支
援
新
制
度
も
開
始
さ
れ
、

学
生
支
援
緊
急
給
付
金
制
度
な
ど
の
学

生
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
学

生
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
生
生
活
相

談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

医
療
現
場
で
は
、
最
新
の
医
療
技
術

の
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育
研
究

機
関
と
連
携
し
た
研
究
・
開
発
の
推
進

や
、
多
職
種
の
医
療
従
事
者
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
を
育
成
す

る
機
関
に
と
っ
て
、
先
端
の
学
問
的
知

識
を
常
に
吸
収
し
、
そ
れ
を
医
療
現
場

で
実
践
応
用
で
き
る
資
質
の
あ
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
教
育
・
研
究
内

容
の
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
変
化
す

る
環
境
に
適
応
で
き
、
今
後
の
新
し
い

臨
床
検
査
学
分
野
に
携
わ
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
大
学
院
医
療
技
術
学
研

究
科
臨
床
検
査
学
専
攻
の
開
設
を
申
請

し
、
２
０
２
１
年
4
月
に
蒲
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
新
設
し
ま
す
。
こ
の
臨
床
検
査

学
専
攻
で
は
、
日
々
進
化
し
続
け
る
検

査
技
術
・
検
査
機
器
・
情
報
を
自
ら
学

び
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
創
造
的

に
対
応
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
、
医

療
に
貢
献
で
き
る
高
度
な
専
門
職
業
人

の
養
成
と
と
も
に
、
医
療
・
教
育
現
場

で
の
指
導
に
も
活
躍
で
き
る
人
材
の
養

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

月 詳　　細

1月 武漢への渡航検討要請、感染拡大に対する注意喚起ならびに学内対応を発表

2月
新型コロナウイルス感染症初動対策委員会設置（片柳学園）

不要不急の登校、サークル活動の停止、休学者ガイダンス、学位記授与式の中止決定

3月 入学式の中止決定と新学期ガイダンス、授業について第一報を発表

4月 新入生へのメッセージを配信開始（学長、学部長、学環長、他）

5月

前期授業のクォーター制化と第 2 クォーターでの一部実験・実習等の対面授業予定を発表

学園として学生に学修支援金の給付を発表、教職員の遠隔授業準備研修を実施

入学時引渡予定のノート PC の郵送と遠隔授業等のセットアップ開始

遠隔授業を導入し授業開始（5 月 20 日）

6月 第 2 クォーターの対面授業の取組みを発表

7月 第 2 クォーターの遠隔授業および一部対面授業を開始（7 月 1 日）

8月 前期授業終了、後期授業について発表

9月 後期授業開始（対面授業、遠隔授業、ハイブリッド授業の組合せ、セメスター制）

10月 総合型選抜入試（オンライン面接試験）実施

11月 学校推薦型選抜入試（オンライン試験）実施、来学期の授業計画の検討開始

12月 オンライン大学祭を実施（12、13 日、八王子・蒲田キャンパス合同）

東京工科大学における新型コロナウイルス感染症に関する対応

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
担
う

専
門
職
に
は
、
医
師
、
看
護
師
を
は
じ

め
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
臨
床
心
理
士
、
義
肢
装
具
士
、

社
会
福
祉
士
等
の
ほ
か
、
臨
床
検
査
技

師
お
よ
び
臨
床
工
学
技
士
も
含
め
、
こ

れ
ら
幅
広
い
医
療
専
門
職
が
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
4
月
に
、

本
学
の
医
療
保
健
学
部
の
理
学
療
法
学

科
と
作
業
療
法
学
科
を
改
組
し
て
、
３

専
攻
（
言
語
聴
覚
学
専
攻
／
理
学
療
法

学
専
攻
／
作
業
療
法
学
専
攻
）
を
持
つ

医
療
保
健
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
科
を
新
設
し
ま
す
。
新
た
に
加
わ
る

言
語
聴
覚
学
専
攻
で
は
、
言
語
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
摂
食
嚥
下
に

障
が
い
を
持
つ
人
々
に
対
し
て
、
機
能

の
改
善
と
獲
得
、
活
動
の
拡
大
、
社
会

参
加
を
目
指
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
生

新
年
度
に
つ
い
て

東
京
工
科
大
学
で
は
、
社
会
や
技
術

の
変
化
に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
能
力
を

学
生
の
皆
様
が
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
教
養
や
専
門
の
学
理
と
技
術
を
教

授
す
る
と
と
も
に
、
学
生
同
志
が
学
び

合
い
友
情
を
育
む
こ
と
が
と
て
も
大
切

な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
年
度
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
に
も
よ
り
ま

す
が
、
万
全
な
対
策
の
も
と
、
キ
ャ
ン

パ
ス
で
3
月
末
に
在
学
生
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
4
月
に
入
学
式
を
行
い
、
対
面
を

中
心
に
し
た
授
業
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
皆
様
に
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
授

業
や
実
験
、
演
習
、
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
の
こ
と
な
ど
を
適
宜
お
伝
え
し

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

人数制限した教室での授業

学生実験室入室時の消毒と検温教室の消毒の様子

活
が
構
築
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
専

門
職
、言
語
聴
覚
士
の
養
成
を
目
指
し
、

近
年
の
社
会
的
な
人
材
育
成
要
請
に
応

え
ま
す
。
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東京工科大学前学長
　故輕部征夫儀　お別れの会

去
る
令
和
２
年
２
月
８
日
に
78
才
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
輕
部
征
夫
前
学
長

の
お
別
れ
の
会
が
11
月
25
日
に
蒲
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

輕
部
前
学
長
の
突
然
の
訃
報
は
学
内

の
関
係
者
は
も
と
よ
り
学
外
で
親
交
の

あ
っ
た
方
々
や
諸
団
体
・
企
業
に
も
大

変
大
き
な
衝
撃
と
悲
し
み
を
与
え
ま
し

た
が
、
輕
部
前
学
長
の
ご
遺
志
に
よ
り

葬
儀
は
家
族
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
学
園
と
し
ま
し
て
は
、

お
別
れ
の
会
の
開
催
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

当
初
、
ご
逝
去
３
ヶ
月
後
の
開
催
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
折
し
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡

大
し
た
影
響
に
よ
り
開
催
時
期
の
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
未
だ
終
息
の
兆
し

が
み
え
な
い
こ
と
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
に
よ
り
お
別
れ
の
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
の
会
の
会
場
と
な
り
ま
し
た

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
片
柳
記
念
ホ
ー
ル
に

は
、
輕
部
前
学
長
が
東
大
時
代
に
研
究

指
導
を
担
当
し
、
そ
の
後
、
国
公
私
立

大
学
で
教
育
職
に
就
か
れ
た
方
々
、
学

園
役
員
、
本
学
役
職
教
員
な
ど
お
よ
そ

70
名
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
会
委
員
長
を
務
め
た
片
柳

学
園
千
葉
茂
理
事
長
の
挨
拶
に
よ
り
静

寂
の
な
か
お
別
れ
の
会
が
始
ま
り
、
輕

部
前
学
長
と
生
前
親
交
が
深
く
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
も
快
く
弔
辞
を
お
引
き
受

け
く
だ
さ
っ
た
元
文
部
大
臣
・
科
学
技

術
庁
長
官
、
東
京
大
学
総
長
を
歴
任
さ

れ
た
有
馬
朗
人
先
生
（
令
和
２
年
12
月

７
日
ご
逝
去
）、
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
国
立
研
究
開

発
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構
理
事
長

御礼の言葉を述べる大山恭弘学長

会場ロビーに設置された功績の数々

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
新
構
造
材

料
技
術
研
究
組
合
理
事
長
の
岸
輝
雄
先

生
か
ら
弔
辞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
参
列
く
だ
さ
い
ま
し

た
元
東
京
大
学
総
長
の
吉
川
弘
之
先
生

か
ら
は
追
悼
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
体
調
の
関
係
か
ら
参
列

で
き
な
か
っ
た
ご
遺
族
様
か
ら
の
御
礼

の
手
紙
が
会
場
で
朗
読
さ
れ
る
と
、
在

り
し
日
の
研
究
者
と
し
て
の
お
姿
や
ご

逝
去
直
前
ま
で
本
学
の
こ
と
を
気
に
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
輕
部
前
学
長
の
思
い

を
感
じ
、
改
め
て
故
人
を
偲
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ご
遺
族
様
か
ら
の
お
手
紙
朗
読
に
続

き
、
大
山
恭
弘
学
長
か
ら
御
礼
の
言
葉

と
し
て
輕
部
前
学
長
の
引
か
れ
た
道
を

し
っ
か
り
と
発
展
さ
せ
る
と
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
参
列
い
た
だ
い
た

皆
様
か
ら
の
献
花
を
も
っ
て
輕
部
前
学

長
と
の
最
後
の
お
別
れ
と
な
る
会
は
滞

り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

会
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
生
前
受
賞
さ

れ
た
賞
状
や
メ
ダ
ル
、
盾
、
執
筆
さ
れ

た
多
く
の
著
書
を
は
じ
め
叙
位
・
叙
勲

の
従
四
位
、
瑞
宝
中
綬
章
の
額
が
展
示

さ
れ
、
輕
部
前
学
長
の
ご
功
績
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
お
別
れ
の
会
を
通
じ
、
東
京
工

科
大
学
学
長
と
し
て
約
12
年
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
大
き
な
発
展

に
導
い
た
故
輕
部
征
夫
前
学
長
に
改
め

て
御
礼
と
敬
意
を
表
し
、
本
学
教
職
員

一
同
は
本
学
を
「
学
生
に
選
ば
れ
る
大

学
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
大
学
、
産

業
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
大
学
」
に
す
べ

く
邁
進
す
る
決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま

し
た
。
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東
京
工
科
大
学
は
開
学
以
来
、「
実

学
主
義
」
を
掲
げ
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
る
教
育
環
境
を
整
え
、
現
在
で
は
２

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
６
学
部
と
３
研
究

科
、
研
究
所
を
有
す
る
総
合
大
学
へ
と

進
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
の

新
た
な
研
究
科
と
し
て
「
医
療
技
術
学

研
究
科
臨
床
検
査
学
専
攻
」（
修
士
課

程
、
入
学
定
員
５
名
）
の
設
置
が
認
可

さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
に
蒲
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
新
設
し
ま
す
。

本
専
攻
で
は
、
検
体
検
査
及
び
生
理

機
能
検
査
に
加
え
、
感
染
症
及
び
が
ん

に
関
連
す
る
内
容
を
含
む
臨
床
検
査
分

野
を
包
括
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
、

臨
床
検
査
技
師
だ
け
で
な
く
医
師
や
臨

床
工
学
技
士
の
資
格
と
実
務
経
験
を
持

つ
教
員
に
よ
る
教
育
・
研
究
を
と
お
し

て
、
医
学
的
知
識
、
科
学
的
・
研
究
的

な
思
考
と
高
い
医
療
倫
理
観
を
養
い
、

実
践
能
力
と
幅
広
い
領
域
の
知
識
を
修

得
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
や
高
度
な
医
療

技
術
の
発
展
に
と
も
な
う
社
会
環
境
の

変
化
に
適
応
し
、
最
新
医
療
技
術
に
対

応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
医
療
へ
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

大学院
医療技術学研究科
臨床検査学専攻の新設

言語聴覚学分野を加えた
リハビリテーション学科
を新設

医
療
保
健
学
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

看
護
学
科
、
臨
床
工
学
科
、
理
学
療
法

学
科
、
作
業
療
法
学
科
、
臨
床
検
査
学

科
の
５
学
科
体
制
を
一
部
改
組
し
、
新

た
に
言
語
聴
覚
学
分
野
の
教
育
・
研
究

を
加
え
た
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
」を
令
和
３
年
４
月
に
新
設
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
新

た
に
加
わ
っ
た
言
語
聴
覚
学
分
野
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
理
学
療
法
学
分
野
と

作
業
療
法
学
分
野
を
合
わ
せ
た
３
専
攻

（
理
学
療
法
学
専
攻
（
定
員
80
名
）、
作

業
療
法
学
専
攻
（
定
員
40
名
）、
言
語

聴
覚
学
専
攻
（
定
員
40
名
））
で
構
成

さ
れ
る
学
科
と
な
り
ま
す
。

専
攻
ご
と
の
専
門
分
野
に
お
け
る
教

育
を
行
う
と
と
も
に
、
３
専
攻
の
学
生

が
共
に
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
を
理
解
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
で

き
る
医
療
従
事
者
を
育
成
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
各
専

攻
は
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言

語
聴
覚
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
認

可
さ
れ
、
所
定
の
科
目
を
履
修
す
る
こ

と
に
よ
り
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

学校法人片柳学園
UIJ ターン就職支援に
関する協定を締結

学
校
法
人
片
柳
学
園
は
、
令
和
2
年

2
月
に
福
島
県
及
び
宮
崎
県
、
令
和
2

年
12
月
に
長
野
県
と
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。

本
協
定
は
、
各
県
内
に
お
け
る
産
業

の
次
代
を
担
う
人
財
の
確
保
・
育
成
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
県
の

企
業
情
報
、
生
活
情
報
や
合
同
企
業
説

明
会
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
周

知
・
開
催
な
ど
に
つ
い
て
両
者
が
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
の
促
進
を
は
か
る
も
の
で
す
。

初
め
に
令
和
２
年
２
月
17
日
に
福
島

県
庁
で
行
わ
れ
た
懇
談
と
締
結
式
で

は
、
同
県
出
身
の
本
学
デ
ザ
イ
ン
学
部

４
年
の
鈴
木
加
蘭
さ
ん
が
卒
業
制
作
で

取
り
組
ん
だ
「
福
島
の
伝
統
工
芸
品
」

を
題
材
に
し
た
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

プレスリリース

続
い
て
、令
和
2
年
2
月
26
日
に
は
、

協
定
締
結
に
あ
た
り
宮
崎
県
商
工
観
光

労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課
雇
用
対
策
担

当
の
中
西
博
仁
様
に
御
来
校
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宮
崎
県
内
の
高
校
か
ら
は
、

毎
年
40
名
前
後
が
東
京
工
科
大
学
、
日

本
工
学
院
専
門
学
校
、
日
本
工
学
院
八

王
子
専
門
学
校
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
が
専
門
学
校
を
運
営
す
る
学
校

法
人
と
こ
の
協
定
を
締
結
す
る
の
は
今

回
が
初
。ま
た
学
校
法
人
片
柳
学
園
が
、

西
日
本
エ
リ
ア
の
府
県
と
こ
の
協
定
を

締
結
す
る
の
も
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
2
年
12
月
28
日
に
長

野
県
と
同
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
学
園
に
は
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス

を
中
心
に
長
野
県
内
よ
り
多
く
の
学
生

が
在
学
し
て
お
り
、
2
0
2
0
年
4
月

入
学
実
績
に
お
い
て
東
京
工
科
大
学
で

約
50
名
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
お
よ

び
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
の
両

校
で
約
1
8
0
名
、
在
籍
学
生
は
大
学

と
専
門
学
校
合
わ
せ
て
約
5
2
0
名
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
本
学
園
と
地
方
自
治
体
と
の

就
職
連
携
協
定
は
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、

青
森
県
、
福
島
県
、
宮
崎
県
に
続
き
6

例
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
協
定
の
内
容
は
、
①
各
県

と
片
柳
学
園
が
連
携
し
、
学
生
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
支
援
、
②
片
柳
学
園

は
学
生
に
対
し
、
各
県
内
企
業
の
就
職

情
報
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
等
を
提
供
、
③

各
県
は
学
内
で
行
う
企
業
説
明
会
や
企

業
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、

県
内
企
業
等
の
就
職
情
報
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。
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DNA の修復機構を制御
する新たな因子を解明
低線量のがん放射線治療
への応用などに期待

東
京
工
科
大
学
大
学
院
バ
イ
オ
ニ
ク

ス
専
攻
の
西
良
太
郎
准
教
授
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
損
傷

を
修
復
す
る
機
構
を
制
御
す
る
新
た
な

因
子
と
し
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
42
と
い
う
タ
ン

パ
ク
質
を
同
定
し
ま
し
た
。
同
タ
ン
パ

ク
質
は
、
電
離
放
射
線
な
ど
に
よ
っ
て

生
じ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
鎖
切
断
（
以
下
、

Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
の
修
復
機
構
の
う
ち
、
忠
実

性
の
高
い
相
同
組
換
え
修
復
を
促
進
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
同
因
子
を

が
ん
細
胞
に
お
い
て
阻
害
す
る
こ
と
で
、

よ
り
低
線
量
で
の
が
ん
放
射
線
治
療
へ

の
応
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
研
究
は
、
立
命
館
大
学
生
命
科
学

部
、
金
沢
医
科
大
学
医
学
部
、
京
都
大
学

大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
附
属
放
射
線

生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
と
の
共
同
に
よ
る
も
の
で
、
英

科
学
誌
「
O
n
c
o
g
e
n
e
s
i
s
」

（
I
F
5
・
9
9
5
）
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に

２
０
２
０
年
６
月
15
日
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

本
研
究
に
よ
り
、
核
内
構
造
体
に
よ
っ

て
制
御
さ
れ
る
Ｄ
Ｓ
Ｂ
修
復
機
構
の
一

端
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
な
か
で
も
転
写
さ
れ
、

タ
ン
パ
ク
質
と
な
る
領
域
に
生
じ
た
Ｄ

Ｓ
Ｂ
は
、
相
同
組
換
え
修
復
に
よ
っ
て

修
復
さ
れ
る
傾
向
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
研
究
結
果
は
そ
の
分
子
実

体
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射

線
に
よ
っ
て
生
じ
る
Ｄ
Ｓ
Ｂ
修
復
の
理

解
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
本

研
究
で
同
定
し
た
因
子
を
が
ん
細
胞
に

お
い
て
阻
害
す
る
こ
と
で
、
よ
り
低
線

量
で
の
放
射
線
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

プレスリリース

がん幹細胞を識別する
AI 技術を開発
医薬品評価や病理組織診
断など応用へ期待

東
京
工
科
大
学
応
用
生
物
学
部
の
杉

山
友
康
教
授
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
の
亀
田
弘
之
教
授
ら
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
が
ん
幹
細
胞
と
非
が
ん
幹

細
胞
を
識
別
す
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

プレスリリース

技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
培

養
細
胞
ま
た
は
が
ん
組
織
の
位
相
差
顕

微
鏡
画
像
に
写
る
が
ん
幹
細
胞
の
細
胞

形
態
を
Ａ
Ｉ
が
識
別
し
て
、
が
ん
幹
細

胞
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
が
ん
幹
細
胞
の
存
在
を
指
標
に
し

た
医
薬
品
評
価
や
病
理
組
織
診
断
な
ど

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
研
究
成
果
は
、
本
学
が
全
学
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ

Ｉ
研
究
会
」
に
よ
る
も
の
で
、
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
学
術
誌
「B

iom
olecu

les

」

２
０
２
０
年
６
月
19
日
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

特
別
な
標
識
を
し
て
い
な
い
が
ん
幹

細
胞
を
Ａ
Ｉ
が
検
出
し
た
こ
と
は
、
将

来
の
医
生
物
学
的
医
療
の
新
し
い
可
能

性
を
示
し
ま
し
た
。
各
種
が
ん
幹
細
胞

の
細
胞
形
態
を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
を
細
胞

ご
と
に
用
意
す
る
こ
と
で
、「
培
養
し

た
が
ん
幹
細
胞
の
幹
細
胞
性
評
価
」
や

「
腫
瘍
組
織
の
が
ん
幹
細
胞
診
断
」
と

い
っ
た
新
し
い
測
定
技
術
に
応
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生

命
科
学
や
医
学
分
野
の
画
像
解
析
に
お

い
て
、
未
同
定
の
形
態
の
解
析
に
Ａ
Ｉ

を
使
っ
た
本
研
究
手
法
が
応
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

西良太郎准教授

杉山友康教授

新入生
「コミュニケーションツール」
利用実態調査を発表

東
京
工
科
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年

度
の
新
入
生
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
利
用
状
況
な
ど

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
（
調
査
日
２
０
２
０
年
６

月
中
旬
、
サ
ン
プ
ル
数
１
３
９
０
人
、

男
女
比
約
６
対
４
）。
こ
の
調
査
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

回
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

プレスリリース

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
５
年
連
続
増
、

男
子
で
13
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
伸
び

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
率
で
は
、「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
が
調
査
開
始
以
来
５
年

連
続
の
増
加
（
前
年
比
11
・
４
ポ
イ
ン

ト
増
66
・
６
％
）。
女
子
で
は
初
の
８

割
超
（
同
５
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
83
％
）

と
な
り
、「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」（
同
１
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
86
・
２
％
）、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」（
同
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
99
・
６
％
）

と
と
も
に
主
流
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
男
子
で
も
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
」
が
５
年
間
で
最
も
高
い
伸
び
で
５

割
（
同
16
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
56
・
６
％
）

と
な
っ
た
ほ
か
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」（
同
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
増
99
・
６
％
）
と
「
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」（
同
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
増

80
・
９
％
）
も
高
水
準
を
キ
ー
プ
。
ま

た
、「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
」（
同
11
・
６
ポ

イ
ン
ト
増
22
・
９
％
）
は
前
年
比
で
倍

増
、
女
子
の
３
割
（
同
15
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
30
・
１
％
）
に
達
す
る
な
ど
、
登

場
か
ら
数
年
で
急
速
に
拡
が
っ
て
い
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

連
絡
手
段
は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
Ｄ
Ｍ
が
男
女

と
も
２
位
に

連
絡
手
段
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ッ
セ
ー

ジ
」（
同
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
98
・
３
％
）

が
６
年
連
続
９
割
超
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
定
着
。「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
の
Ｄ
Ｍ
」（
37
・
５
％
）
は
女
子
の

６
割
弱
（
56
・
７
％
）、
男
子
の
４
人

に
１
人
（
25
・
７
％
）
で
と
も
に
２
番

目
に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、

「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
Ｄ
Ｍ
」（
同
３
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
30
・
２
％
）
や
「
キ
ャ

リ
ア
メ
ー
ル
」（
同
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
減

19
・
９
％
）
は
漸
減
傾
向
が
み
ら
れ
ま

現在利用している SNS （全体／複数回答）

KOUKADAI TOPICS
コウカダイ　トピックス
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す
。

通
話
は
音
声
・
ビ
デ
オ
と
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
ト
ッ
プ
。
キ
ャ
リ
ア
通
話
は
大
幅
減

通
話
手
段
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
話
」（
同

２
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
90
・
８
％
）
が
引

き
続
き
主
流
と
な
っ
た
一
方
、「
キ
ャ

リ
ア
通
話
」（
同
24
・
９
ポ
イ
ン
ト
減

33
・
５
％
）
は
大
幅
に
減
少
。
幅
広
い

世
代
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
て

い
る
背
景
も
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

外
出
自
粛
な
ど
に
伴
い
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
ビ
デ
オ
通
話
で
は
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ビ
デ
オ
通
話
」（
同
３
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
24
・
３
％
）
が
最
も
高
く
、
次
い

で
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
が
約
１
割
。
一
方
、

「
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
」（
５
・
８
％
）「
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」（
２
・
４
％
）
な
ど

は
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
ほ
ぼ
全
員
が
利

用
。
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ビ
デ
オ
な
ど
全
般

的
に
拡
大
傾
向

動
画
サ
ー
ビ
ス
は
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
」
が
ほ
ぼ
全
員
に
拡
大
（
１
・
６
ポ

イ
ン
ト
増
98
・
８
％
）。
ま
た
「
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ビ
デ
オ
」（
同
16
・
８
ポ
イ

ン
ト
増
31
・
３
％
）
が
倍
増
し
た
ほ
か
、

「
Ａ
ｂ
ｅ
ｍ
ａ
Ｔ
Ｖ
」（
同
３
・
５
ポ
イ

ン
ト
増
35
・
７
％
）、「
Ｔ
Ｖ
ｅ
ｒ
（
同

５
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
13
・
９
％
）、「
Ｎ

ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
」（
同
５
・
６
ポ
イ
ン
ト

増
13
・
１
％
）
な
ど
全
般
的
に
増
加
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
同
サ
ー
ビ
ス
の
中

で
は
歴
史
の
あ
る
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」

は
４
年
間
で
約
２
割
減
少
し
て
い
ま
す

（
同
９
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
30
・
９
％
）。

半
数
以
上
が
入
学
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

連
絡新

入
生
の
半
数
以
上
（
11
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
51
・
２
％
）
が
入
学
前
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、

女
子
は
６
割
超
（
63
・
９
％
）
で
男
子

（
42
・
８
％
）
に
比
べ
20
ポ
イ
ン
ト
以

上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「CEATEC 2020 ONLINE」
でコンピュータサイエン
ス学部「ラボ」の研究成
果を発表

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
、
Ｕ
Ｉ
な
ど
産
学
連
携
に
よ
る
新
た

な
価
値
創
造
へ

東
京
工
科
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
で
は
、
企
業
等
と
連
携
し

な
が
ら
新
し
い
価
値
創
造
に
取
り
組
む

組
織
「
ラ
ボ
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
最
新
の
成
果
な
ど
を
、
10
月
に
開

催
さ
れ
た
「
C
E
A
T
E
C
2
0
2
0 

O
N
L
I
N
E
」
に
て
発
表
し
ま
し
た
。

同
ラ
ボ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
な
ど
各

分
野
の
専
門
家
で
あ
る
複
数
の
教
員
と

企
業
な
ど
の
産
業
界
が
連
携
し
、
学
術

研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
的
な
価
値

創
造
を
試
み
る
体
制
を
構
築
し
、
種
々

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
金
融
分

野
な
ど
の
実
践
的
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

プレスリリース

ス
に
取
り
組
む「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

ラ
ボ
」、
生
物
の
知
能
に
近
い
認
知
機

能
を
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
て
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
・
ラ
ボ
」、
人
間
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
新
し
い
関
係
の
構
築
を
試

み
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
」
等
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
学
ラ
ボ
、
シ
ス

テ
ム
イ
ン
フ
ラ
ラ
ボ
等
も
今
後
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
各
ラ
ボ
や
教
員
が
運
営

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
講
義
動
画
で
最
新
の
研
究
成

果
を
発
表
す
る
ほ
か
、
同
学
部
が
取
り

組
む
価
値
創
造
人
材
育
成
を
は
じ
め
と

す
る
新
た
な
実
学
教
育
に
つ
い
て
動
画

で
紹
介
し
ま
す
。

医療保健学部
作業療法学科学生の
卒業論文が学術誌に掲載

作
業
療
法
士
の
管
理
者
が
感
じ
る
課
題

を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
分
析

東
京
工
科
大
学
医
療
保
健
学
部
作
業

療
法
学
科
の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
澤
田
辰

徳
准
教
授
研
究
室
所
属
）
に
よ
る
卒
業

研
究
論
文
「
我
が
国
の
作
業
療
法
部
門

管
理
の
問
題
に
お
け
る
傾
向
分
析
」が
、

学
術
誌
「
日
本
臨
床
作
業
療
法
学
研
究

２
０
２
０
」（
Ｖ
ｏ
ｌ
・
７
）
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
需

要
を
担
う
作
業
療
法
士
の
部
門
管
理
者

が
有
す
る
問
題
を
、
各
施
設
へ
の
ア
ン

プレスリリース

（左） 三浦和紗さん （中央） 一戸基矢さん （右） 澤田辰徳准教授

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
傾
向
分
析
を

行
っ
た
国
内
で
も
希
少
な
研
究
と
し
て

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、同
研
究
室
で
は
、

同
研
究
を
ベ
ー
ス
に
全
国
的
な
調
査
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

同
研
究
で
は
、
作
業
療
法
士
の
所
属

す
る
約
50
施
設
（
有
効
回
答
数
20
施

設
）
の
管
理
者
に
対
し
て
、
問
題
認
識

と
し
て
「
悩
み
」
の
１
～
３
位
を
あ
げ

て
も
ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、

大
規
模
調
査
に
向
け
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
問
題
の
分
析
・
類
型
化

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
職

員
の
育
成
」「
新
人
の
人
材
育
成
」「
人

員
管
理
」「
経
営
管
理
」「
人
材
不
足
」「
離

職
」「
教
育
シ
ス
テ
ム
」「
他
職
種
と
の

連
携
」
と
い
っ
た
「
働
き
や
す
さ
・
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
」
に
関
連
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
人
員

不
足
や
能
力
差
な
ど
に
伴
う
「
医
療
の

質
」
と
い
っ
た
課
題
意
識
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
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応
用
生
物
学
部

工
学
部

医
療
保
健
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

デ
ザ
イ
ン
学
部

教
養
学
環

大
学
院

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

工
学
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
研
究
科

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
紹
介

＊
化
粧
品
コ
ー
ス
に
新
た
に
吉
田
雅
紀
教
授
が
登
場

＊
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
参
加

＊
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工
学
部
の
授
業
形
態
に
つ
い
て

＊
大
学
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
を
開
催

＊
工
学
部
の
学
生
の
活
動
の
状
況

＊
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会

＊
医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年
記
念
誌
の
発
刊

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
紹
介

＊
経
営
情
報
学
会
全
国
研
究
発
表
大
会
の
開
催

＊
デ
ザ
イ
ン
学
部
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
取
り
組
み

＊
社
会
に
役
立
つ
デ
ザ
イ
ン　

リ
モ
ー
ト
の
時
代
に

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
際 

「色
彩
概
論
」　

「
感
性
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
専
門
演
習
Ⅱ

（資
格
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「卒
業
研
究
」

＊
2
0
1
9
年
度
海
外
研
修
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
報
告

＊
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
実
技
へ
の
挑
戦

＊
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
研
究
活
動
に
つ
い
て

＊
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
２
０
２
０

＊
情
報
処
理
学
会
Ｃ
Ｇ
Ｖ
Ｉ
研
究
会
第
１
７
７
回
研
究
会

＊
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
２
０
２
０

＊
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
＋
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
２
０
２
０

＊
修
士
予
備
審
査
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

＊
大
学
院
工
学
研
究
科
の
研
究
活
動

＊
本
研
究
科
２
年
目
の
教
育
研
究
活
動
状
況
に
つ
い
て

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
の
研
究
活
動
と
授
業
実
施
に
つ
い
て

＊
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り
東京工科大学
ＳＮＳ公式アカウント
一覧はこちら
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
で
授
業
に
様
々
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。
前
期
は
、
座
学
の
授
業
は

全
て
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
遠
隔
授
業
と

な
り
、
後
期
は
、
遠
隔
授
業
と
通
学

し
て
の
対
面
授
業
の
両
方
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
験
の
授
業
は

す
べ
て
遠
隔
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
実
験
テ
キ
ス
ト
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
実
験
器
具
を
上
手
に
操
作
し

て
、
班
員
と
相
談
を
し
な
が
ら
適
切
な

実
験
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
、
訓
練
と
経
験
が
必
要
だ
か
ら

で
す
。

応
用
生
物
学
部
で
は
7
月
か
ら
対
面

で
の
実
験
の
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
験
で
は
共
通
の
器
具
を
使

用
し
た
り
、
班
員
と
相
談
す
る
な
ど
の

行
動
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
た

め
、感
染
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
感
染

の
リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
実
験
を
実
施

で
き
る
か
を
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
例
を
挙
げ
る
と
、
実
験
室

の
扉
や
窓
の
常
時
開
放
、
実
験
室
へ
入

室
す
る
前
の
検
温
、実
験
前
の
手
洗
い
、

マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
、
使
い
捨
て
手

袋
の
常
時
着
用
、
実
験
終
了
後
の
器
具

の
消
毒
と
手
洗
い
を
徹
底
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
や
実
験
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
大
勢
の
学
生
に
接
す
る
こ

と
と
、
発
声
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
か

ら
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
の
着
用
を
規
則

と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
規
則
は
全
教
員
に
周
知
さ

れ
、
1
、
2
、
3
年
生
の
す
べ
て
の
学

生
実
験
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
、

写
真
の
よ
う
に
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は

マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
、
手
袋
を
着
用

し
て
実
験
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
規
則
を
守
り
続

け
る
の
は
大
変
で
す
。
7
月
の
暑
い
夏

の
時
期
は
窓
を
開
放
し
て
い
る
た
め
エ

ア
コ
ン
が
あ
ま
り
効
か
ず
、
実
験
中
は

大
変
暑
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
通
常
な
ら
ば
取
ら
な
い
途
中

休
憩
を
取
り
ま
し
た
。
一
方
、
冬
は
寒

く
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
せ
い
も
あ
り

保
護
メ
ガ
ネ
が
頻
繁
に
曇
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
不
自
由
な
環
境
の
下
で
も
、

学
生
の
み
な
さ
ん
は
よ
く
協
力
し
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

4
年
生
の
卒
業
研
究
は
、
各
研
究
室

15
人
程
度
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、

授
業
で
の
実
験
と
は
実
態
が
異
な
り
ま

す
。
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
卒
業
研

究
は
実
験
時
間
が
長
い
た
め
、
昼
食
を

研
究
室
で
取
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
ま

た
、
研
究
の
話
し
合
い
の
時
間
が
ど
う

し
て
も
長
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
卒

応
用
生
物
学
部
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
紹
介

業
研
究
で
は
、
食
事
以
外
で
の
マ
ス
ク

の
着
用
、
入
退
室
記
録
の
保
管
、
対
面

で
の
食
事
の
禁
止
な
ど
が
規
則
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
の
協
力

も
あ
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
学
生
実
験
と

卒
業
研
究
が
原
因
と
な
る
感
染
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
い
つ
収
束

す
る
の
か
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
期
間
に
大
学
に
在
学
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
、
学
力
や
実
験
技
術
が

身
に
付
か
な
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、

教
員
だ
け
で
な
く
大
学
全
体
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て

通
学
し
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
、
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
岡

田
麻
衣
子
助
教
、
加
柴
美
里
教
授
、
医

薬
品
コ
ー
ス
の
佐
藤
淳
教
授
、
村
上
優

子
教
授
、西
良
太
郎
准
教
授
が
参
加
し
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
し

た
。こ
の
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
、

医
薬
品
の
研
究
、
開
発
に
特
化
し
た
商

談
展
で
あ
り
、医
療
、医
薬
品
メ
ー
カ
ー

の
研
究
、開
発
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

研
究
者
も
多
数
参
加
す
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月
に
千
葉
県

の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
厳
重

な
感
染
防
止
体
制
の
も
と
、
通
常
通
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
対
面
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
研
究
成
果
情
報
交
換
も
行
わ
れ
ま
し

た
。大

学
な
ど
に
所
属
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
研
究
者
が
発
表
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
各
教
員
に
よ
る
30

分
間
の
口
頭
発
表
に
加
え
て
、
3
日
間

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
各
研
究
室
の
学

生
が
企
業
の
研
究
者
や
開
発
者
を
相
手

に
説
明
を
行
い
、
や
や
緊
張
し
た
趣
で

議
論
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
、
企
業
の
研
究
者
と
の
議
論

は
大
い
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
化
粧
品
企
業

か
ら
新
任
で
参
り
ま
し
た
吉
田
雅
紀
で

す
。鐘

紡
入
社
当
初
は
ケ
ロ
イ
ド
治
療
薬

の
研
究
開
発
チ
ー
ム
に
お
り
ま
し
た

が
、
同
じ
皮
膚
研
究
と
い
う
こ
と
か
ら

カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
に
移
り
、
老
化
や
美

白
研
究
、
主
剤
開
発
な
ど
を
手
が
け
ま

し
た
。
旭
川
医
大
で
博
士
号
取
得
後
、

同
志
社
大
学
の
エ
ス
テ
ィ
ー
ロ
ー
ダ
ー

寄
付
講
座
に
所
属
、
そ
の
後
長
浜
バ
イ

オ
大
学
に
所
属
し
つ
つ
ク
ラ
シ
エ
と
そ

の
親
会
社
で
あ
る
ホ
ー
ユ
ー
を
経
て
現

職
と
な
り
ま
す
。

夢
は
世
界
中
の
女
性
か
ら
シ
ミ
を
な

く
す
こ
と
で
す
。
こ
の
夢
を
果
た
す
た

め
、
色
素
細
胞
の
遊
走
制
御
や
表
皮
細

胞
の
表
皮
増
殖
や
分
化
の
誘
導
機
構
を

ず
っ
と
研
究
し
て
い
ま
す
。
面
白
い
こ

と
に
は
手
を
出
す
主
義
で
、
思
い
つ
い

化
粧
品
コ
ー
ス
に
新
た
に
吉
田
雅
紀
教

授
が
登
場

フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
参
加

た
皮
膚
細
胞
の
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
解
析
を
使
っ
た
新
し
い
肌
診

断
に
つ
い
て
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
友

人
と
起
業
化
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

化
粧
品
産
業
を
目
指
す
学
生
に
は
、

肌
荒
れ
や
日
焼
け
な
ど
の
皮
膚
中
で
起

き
て
い
る
現
象
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
化

粧
品
は
ど
う
働
い
て
い
る
の
か
を
自
分

の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
な
ぜ
効
く
の
か
、
ど
ん

な
も
の
が
効
く
の
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
頭

に
持
つ
こ
と
は
、
商
品
の
提
案
や
効
能

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
の
で
、
ど
の
部
署
に
い
て
も

役
に
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
卒
業
研
究
で
は
最
初
に
皮
膚
の
組

織
そ
の
も
の
に
触
れ
て
も
ら
い
、
透
明

化
技
術
や
組
織
化
学
解
析
を
通
じ
て
自

分
の
研
究
す
る
皮
膚
の
中
で
組
織
や
細

胞
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を

観
察
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
各
々
の

皮
膚
症
状
の
研
究
に
入
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
観
察
で
の
新
た
な
発
見
や
新
た
な

技
術
開
発
は
化
粧
品
の
価
値
創
造
に
つ

な
が
り
ま
す
。
各
々
が
担
当
す
る
研
究

が
、
化
粧
品
産
業
の
ど
こ
に
貢
献
す
る

情
報
な
の
か
を
話
し
合
い
つ
つ
、
研
究

室
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
進
ん
で
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

応
用
生
物
学
部

学生指導中の吉田教授

東京工科大学ブース

学生実験の様子
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

も
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
前
期
の
開
講
を
前
に
し
て
、
教
員

の
出
勤
制
限
、
学
生
の
入
構
制
限
か
ら

始
ま
り
、
入
学
式
が
中
止
さ
れ
、
新
入

生
・
在
学
生
に
向
け
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

前
期
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

遠
隔
で
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
授

業
の
準
備
と
学
生
の
受
講
環
境
整
備
を

終
え
て
、
授
業
を
開
始
で
き
た
の
は
5

月
の
下
旬
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

遠
隔
で
の
授
業
内
容
の
精
選
と
授
業
方

法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
特
に
新
入

生
は
推
奨
し
た
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
手
元
に

届
け
、
遠
隔
授
業
を
履
修
で
き
る
ま
で

の
設
定
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

11
月
7
日
と
8
日
の
2
日
間
、
一

般
社
団
法
人
経
営
情
報
学
会
全
国
研

究
発
表
大
会
を
本
学
で
開
催
し
ま
し

た
。
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、

２
０
１
９
年
の
夏
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
教
員
を
中
心

に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
、
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
当
然
の
よ
う
に
、
八
王
子
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
開
催
を
念
頭
に
置
い
て
進
め

て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
は

１
９
９
９
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
は
開
設
20
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て『
メ
デ
ィ

ア
学
部
20
周
年
記
念
誌
』
を
企
画
制
作

し
、２
０
１
９
年
度
に
発
行
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
ビ
デ
オ
会
議
で
有
名

な
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
社
の
時
価
総
額
が
世
界
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
界
の
冠
た
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

の
そ
れ
を
超
え
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
多
種
多
様
な
メ
デ
ィ

例
年
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
を

し
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
必
要
な
ソ

フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
メ
ー
ル
な
ど

の
設
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今

年
度
は
推
奨
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
申
し
込
ん

だ
学
生
の
自
宅
に
郵
送
し
、
各
種
の
設

定
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
各
種
の
説

明
動
画
（
図
１
）
を
用
意
し
て
対
応
し

ま
し
た
。
学
部
横
断
で
教
員
が
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
準

備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
必
要
な
設
定
を

比
較
的
短
い
動
画
に
ま
と
め
、
学
生
が

迷
わ
ず
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
た
。
同
時
に
、
新
入
生
一
人
一
人

が
、
ど
こ
ま
で
設
定
で
き
て
い
る
の
か

を
管
理
表
で
ま
と
め
な
が
ら
、
全
員
が

遠
隔
で
授
業
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。

一
方
で
教
員
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

提
供
す
る
動
画
の
作
成
方
法
、
電
子
会

議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
時
間
通
り
に
講

義
を
す
る
方
法
、
有
効
な
機
材
な
ど
の

情
報
交
換
を
進
め
、
開
講
後
は
円
滑
に

授
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。

5
月
の
半
ば
に
は
、
授
業
開
始
に
先

立
っ
て
、
在
学
生
・
新
入
生
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
行

い
、
遠
隔
で
の
学
修
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
教
員
も
在
宅

勤
務
を
強
い
ら
れ
、
完
全
な
遠
隔
で
の

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
学

修
支
援
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
負
荷
の

増
加
に
よ
っ
て
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
、
問
題
な

く
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

遠
隔
で
の
授
業
に
関
し
て
、
学
生
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
好

意
的
な
意
見
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
紹
介

経
営
情
報
学
会 

　

全
国
研
究
発
表
大
会
の
開
催

メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年
記
念
誌
の
発
刊

図１ ： 推奨ノートＰＣの最初の設定用説明動画

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
通
学
の
ス
ト
レ

ス
が
な
い
こ
と
、
動
画
像
を
使
っ
て
理

解
で
き
る
ま
で
繰
り
返
し
学
修
で
き
る

こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。

夏
休
み
を
過
ぎ
て
、
後
期
に
は
、
各

学
年
で
少
な
く
と
も
週
に
1
日
を
め
ど

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
講
義
室
の
座
席
は
一
つ
置
き

と
し
、
換
気
を
徹
底
し
、
手
指
の
消
毒
・

手
洗
い
の
励
行
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

（
12
月
22
日
現
在
）
学
内
で
の
感
染
拡

大
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

来
年
度
は
、
原
則
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
授
業
を
行
う
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

ま
す
が
、
間
隔
を
あ
け
て
の
着
席
の
た

め
、
今
ま
で
通
り
の
形
態
で
の
授
業
は

当
面
、
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

遠
隔
で
の
授
業
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
教
育
を
考
え
る
と
き
に
、
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
遠
隔
授
業
と
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
授
業
を
併
用
し
な
が
ら
、
学
生

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
有
効
な
授

業
実
施
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

開
催
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
大
会

テ
ー
マ
を
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０

と
そ
の
先
へ
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
迎
え
る
新
し

い
日
常
～
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

大
学
が
遠
隔
で
の
授
業
を
行
う
一
方

で
、
企
業
は
在
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
始
め
ま
し
た
。こ
の
時
代
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
「
新
し
い
日
常
」

は
、
結
果
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
促
進

し
、
高
度
な
情
報
化
を
想
定
し
た
新
し

い
社
会
を
本
来
の
想
定
と
は
違
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
で

し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
後
期
に
は
部
分
的

で
は
あ
っ
て
も
学
生
の
通
学
が
始
ま
っ

て
い
た
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催

を
前
提
に
参
加
者
を
集
め
始
め
ま
し
た

が
、
遠
方
の
大
学
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

「
遠
距
離
の
移
動
に
不
安
が
あ
る
の
で

参
加
を
見
送
り
た
い
」、
と
い
う
声
が

上
が
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
遠
隔
の
併
用

を
一
時
は
検
討
し
た
の
で
す
が
、
主
催

す
る
本
学
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、

参
加
し
て
報
告
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
も

負
担
が
大
き
い
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た

た
め
、
全
面
的
に
遠
隔
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

経
営
情
報
学
会
で
、
複
数
の
ト
ラ
ッ

ク
を
遠
隔
で
開
催
し
た
経
験
は
な
く
、

初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
運

用
上
は
、
大
き
な
混
乱
が
な
く
開
催
で

き
ま
し
た
。
設
定
し
た
大
会
テ
ー
マ
に

応
え
て
、
大
学
な
ど
で
の
遠
隔
授
業
の

実
践
報
告
、
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
事
例

な
ど
興
味
深
い
研
究
発
表
が
多
数
集
ま

り
、
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

引用 ： 経営情報学会ホームページより

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
部

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り
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ア
が
実
社
会
に
お
い
て
利
活
用
さ
れ
る

時
代
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
時
代
の
趨
勢
を
鑑
み
な

が
ら
今
回
発
行
し
た
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
「
生
い
立
ち
」
か
ら
発
展
、
先
輩
の

足
跡
、
そ
し
て
現
在
か
ら
未
来
へ
の
展

望
な
ど
、
20
年
間
の
年
表
も
見
な
が
ら

そ
の
歩
み
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
関
係
者
お
よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
を
紙

面
に
て
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
は
、

わ
が
国
で
初
め
て
学
部
学
科
名
に
「
メ

デ
ィ
ア
」
を
冠
し
た
学
部
と
し
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
員
構
成
を
全
く
新
規
に

設
計
し
、
１
９
９
９
年
4
月
に
新
設
さ

れ
、
令
和
の
御
代
を
迎
え
た
今
年
20
周

年
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
情
報
技

術
の
進
歩
と
普
及
は
加
速
を
続
け
、
工

科
系
の
観
点
か
ら
幅
広
く
メ
デ
ィ
ア
学

を
教
育
し
研
究
す
る
本
学
部
の
位
置
づ

け
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
メ
デ
ィ
ア
学
部
は
入
学
定
員

２
９
０
名
で
、
学
生
が
2
年
次
に
コ
ン

テ
ン
ツ
・
社
会
・
技
術
の
3
コ
ー
ス
か

ら
自
身
の
専
門
性
を
選
択
し
ま
す
。
こ

メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年
記
念
誌
の
発
刊

に
向
け
て

（記
念
誌
よ
り
転
載
）

メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年
記
念
誌
の
紹
介

と
制
作
録

（ブ
ロ
グ
よ
り
転
載
）

れ
ら
3
コ
ー
ス
は
創
設
時
か
ら
の
コ
ア

領
域
「
表
現
」・「
環
境
」・「
技
術
」
に

そ
れ
ぞ
れ
概
ね
一
致
し
ま
す
。
激
し
く

変
化
す
る
世
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ

う
に
当
初
の
独
自
の
方
針
や
理
念
を

貫
き
な
が
ら
存
在
感
を
保
っ
て
い
ま

す
。「
メ
デ
ィ
ア
」
を
名
称
に
含
む
学

部
学
科
は
全
国
で
約
80
に
も
増
え
ま
し

た
が
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
と
い
う
肝
の
据

わ
っ
た
王
道
の
学
部
名
は
希
少
か
つ
絶

妙
で
す
。
初
代
学
部
長
の
相
磯
秀
夫
先

生
は
じ
め
学
部
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
諸

先
生
方
の
慧
眼
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。
人
間
な
ら
成
人
の

節
目
と
な
る
学
部
20
周
年
に
あ
た
り
、

こ
こ
に
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
長　

柿
本
正
憲

メ
デ
ィ
ア
学
部
は
１
９
９
９
年
4

月
の
開
設
か
ら
、
２
０
１
９
年
で
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念

し
て
柿
本
正
憲
学
部
長
の
指
示
の
下
、

２
０
１
９
年
秋
か
ら
「
メ
デ
ィ
ア
学
部

20
周
年
記
念
誌
」
の
制
作
を
開
始
し
、

２
０
２
０
年
3
月
に
完
成
・
納
品
さ
れ

ま
し
た
。
佐
々
木
和
郎
先
生
と
私
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
役
を

務
め
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

記
念
誌
は
20
年
間
の
年
表
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
学
部
で
の

出
来
事
を
中
心
に
、
そ
の
当
時
の
世

の
中
の
状
況
も
簡
単
に
載
せ
て
あ
り
ま

す
。
年
々
、
学
生
の
活
動
や
学
術
的

な
成
果
が
増
え
た
の
で
、
年
表
に
ど
れ

を
載
せ
る
か
大
変
悩
ま
し
い
事
態
と
な

り
ま
し
た
が
、
年
表
に
つ
い
て
は
伊
藤

謙
一
郎
先
生
に
丹
念
な
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
徴
的
な
の
は
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
は
開
設
当
初
か
ら
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
必
携
で
し
た
の
で
、
大
学
と
し
て

推
奨
す
る
機
種
を
毎
年
選
定
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
変
遷
も
こ
の
年
表
に
載
っ

て
い
ま
す
。

続
い
て
、
初
代
学
部
長
の
相
磯
秀
夫

先
生
（
の
ち
に
学
長
）
ほ
か
歴
代
の
学

部
長
、
な
ら
び
に
、
開
設
当
初
の
教
員

で
あ
っ
た
佐
藤
敬
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
数
名
の
先
生
方
か
ら
頂
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
現
役
教
員
に
よ
る
20
年
を
振

り
返
っ
て
の
座
談
会
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。中
盤
に
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
研
究
・

教
育
の
特
色
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
現
在
、
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業

生
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
座
談
会
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
で
の
学
び
が
、
そ

の
後
の
仕
事
や
考
え
方
に
ど
の
よ
う
に

影
響
が
あ
っ
た
の
か
興
味
深
い
話
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
に
は
、
産
学
連
携
で
行
っ

て
き
た
研
究
・
教
育
の
歩
み
、
国
際
的

な
活
動
、
特
に
海
外
提
携
大
学
と
の
間

で
行
わ
れ
て
き
た
活
動
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
の
部
分
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
学

部
の
国
際
交
流
を
牽
引
し
て
活
発
に
活

動
さ
れ
、
2
0
2
0
年
3
月
末
で
退
職

さ
れ
た
近
藤
邦
雄
先
生
に
た
く
さ
ん
の

資
料
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
三
上
浩
司

先
生
、
伊
藤
彰
教
先
生
に
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

界
と
の
提
携
講
座
に
関
し
て
は
、
佐
々

木
先
生
に
提
携
先
か
ら
の
ご
寄
稿
や

松
任
谷
正
隆
客
員
教
授
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
の
パ
ー
ト
は
20
年
間
の
デ
ー
タ

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
学
部

に
在
籍
さ
れ
た
先
生
の
リ
ス
ト
の
ほ

か
、
研
究
業
績
と
し
て
の
発
表
論
文
の

抜
粋
リ
ス
ト
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
ま
と
め
に
は
竹
島
由
里
子

先
生
と
榎
本
美
香
先
生
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
ほ
か
に
も
、

様
々
な
確
認
等
で
学
部
の
多
く
の
先
生

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
全
体
の
制
作
を
お
願
い
し
た
制
作

会
社
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
大
変
丁

寧
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
作
業
を
通
し
て
、
私
自
身
、
よ

く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
様
々
な
出
来
事
、
研
究
と
教
育
の

様
々
な
側
面
と
そ
の
歩
み
を
改
め
て
認

識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
学
部
の
歩
み
を
き
ち
ん
と
記
録

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
将
来
の
節
目
の
時
期
に

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
記
念
誌
を
発
行
し

て
い
け
る
よ
う
、
資
料
等
の
整
理
保
存

も
協
力
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
の
1
年
生
に
は
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
の
こ
と
を
少
し
で
も
詳
し

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
全
員
に
こ
の

記
念
誌
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご

寄
稿
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
も
お
送
り

し
た
と
こ
ろ
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
名
誉
教

授
の
佐
藤
敬
先
生
に
は
高
く
評
価
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
お
読

み
に
な
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年

記
念
誌
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

本
学
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
ア
学
部　

寺
澤
卓
也

メディア学部２０周年記念誌 （表紙）

引用 ： 20 周年記念誌ＨＰ

引用 ： 20 周年記念誌ＨＰ

引用 ： 20 周年記念誌ＨＰ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
各
大
学
が
閉
鎖
さ
れ
る
中
で
、
本

学
工
学
部
に
と
っ
て
も
こ
の
1
年
は

試
練
の
年
で
し
た
。
本
学
の
得
意
と
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
支
援
の
お
か
げ
で

4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
速
や
か

に
支
障
な
く
遠
隔
授
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
新
し

く
入
学
し
た
1
年
生
は
一
度
も
大
学
に

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
な
く
授
業
に
臨

む
こ
と
と
な
り
、
そ
の
不
安
は
大
き
い

と
考
え
て
、
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
ゼ
ミ
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
科
目
を
通
し
て
学
生

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
教
員

と
学
生
と
の
絆
を
築
く
こ
と
に
注
力
し

ま
し
た
。
遠
隔
授
業
は
た
だ
課
題
を
与

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
課
題
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
学
生
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
て
実

施
さ
れ
、
教
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の

作
成
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
日
々
に
追
わ

れ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
7
月
か
ら
は
対
面
授
業
が
よ
う

や
く
始
ま
り
、
大
学
の
実
験
室
を
活
用

し
て
学
生
待
望
の
実
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
工
学
系
で
は
実
験
が
重
要
な
科
目

と
な
っ
て
お
り
、
感
染
対
策
の
た
め
従

来
の
ク
ラ
ス
を
2
つ
に
分
け
各
回
の
受

講
者
を
半
数
に
し
、
授
業
を
週
2
回
開

講
す
る
な
ど
の
対
応
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
実
験
の
た
め
の
出
講
日
に

合
わ
せ
て
座
学
で
も
対
面
授
業
を
開
始

し
、
学
生
は
本
学
の
優
れ
た
研
究
教
育

環
境
の
も
と
で
学
修
を
再
開
す
る
こ
と

10
月
17
日
に
「
大
学
院
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
学
生
が
研
究
の
最
前
線
を
体
験

し
、
大
学
院
生
自
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
る
大
学
院

生
の
活
性
化
と
、
そ
れ
に
参
加
す
る
学

部
生
の
研
究
志
向
の
増
加
を
目
指
し
、

大
学
生
・
大
学
院
生
の
交
流
の
場
と
し

て
２
０
１
９
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
本
年
は

土
曜
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
３
７
名
の
学

生
が
参
加
し
、
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工
学
部
の
授
業
形

態
に
つ
い
て

大
学
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
を

開
催

工
学
部

が
で
き
ま
し
た
。
本
学
に
初
め
て
足
を

踏
み
入
れ
る
1
年
生
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
し
か
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
友

達
と
交
流
し
て
感
慨
を
新
た
に
し
ま
し

た
。全

学
一
斉
の
遠
隔
授
業
の
実
施
を
経

験
し
、
こ
の
半
年
余
り
の
遠
隔
授
業
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
従
来
の
教
育
シ

ス
テ
ム
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
教
育
メ

ソ
ッ
ド
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
意
外
に
も

教
育
効
果
が
上
が
っ
た
と
い
う
側
面
も

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
大
学
で
の
学

び
は
最
終
的
に
は
答
え
の
な
い
問
題
に

取
り
組
み
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
答

え
を
見
出
す
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の

問
題
自
体
を
見
出
す
力
を
身
に
着
け
る

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
た
だ
効

率
よ
く
知
識
を
伝
授
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
や
、問
題
解
決
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
養
う
「
人
を
育
て
る
」
教

育
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
学
生
の
授
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
学
修
時
間
、
成
績
な
ど
の
情
報
に

基
づ
い
て
遠
隔
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
工
学

部
で
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り

返
り
、
課
題
抽
出
を
行
う
と
と
も
に
、

新
し
い
時
代
の
教
育
の
在
り
方
を
考
え

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
座
学
、実
験
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
毎
に
、
効
果
的
な
授
業
の
実
施

方
法
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
従
来
の
対
面

授
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
新
し
い
方
法
論

と
メ
ソ
ッ
ド
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学

生
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
の
魅
力
を

体
感
で
き
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
と
し

て
成
長
す
る
た
め
の
新
し
い
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

基
調
講
演
で
は
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

株
式
会
社
技
術
フ
ェ
ロ
ー
の
北
弘
志
氏

か
ら
「
サ
イ
エ
ン
ス
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
二
刀
流
～
第
4
次
産
業
革
命
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
に
～
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ご
講
演
頂
い
た
後
、
早
稲

田
大
学
教
授
の
山
口
潤
一
郎
先
生
か

ら
「
科
学
で
メ
シ
を
食
っ
て
い
く
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
２
件
の
基
調
講
演
で
は
、

講
師
先
生
方
の
貴
重
な
実
体
験
に
基
づ

く
研
究
者
の
刺
激
的
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
生
の
越
地
駿
人
さ

ん
の
「
レ
ー
ザ
ー
で
世
界
と
戦
う
」、

天
沼
竜
馬
さ
ん
の
「
刺
激
応
答
材
料

で
世
界
に
挑
戦
」、
新
藤
拓
也
さ
ん
の

「
R
P
A
と
ロ
ボ
ッ
ト
で
『
人
手
不
足
』

に
立
ち
向
か
う
」
と
い
う
、
大
学
院
生

の
挑
戦
と
活
躍
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ

る
口
頭
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
前
半
20
名
、
後
半
19
名
に
発
表
者

が
分
か
れ
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

の
部
屋
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に
よ
る

投
票
に
よ
り
、
学
部
4
年
生
の
中
尾
根

美
樹
さ
ん
の
「
私
が
大
学
院
進
学
を
目

指
し
た
理
由
」
と
い
う
発
表
が
最
優
秀

ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
部
生
、
大
学
院
生
の
双

方
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演

会
開
催
と
い
う
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
学
会
等
へ
の
参
加
の
経
験
と
し

て
も
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

も
外
部
講
師
や
大
学
院
生
か
ら
の
研
究

を
題
材
と
し
た
刺
激
を
得
ら
れ
る
機
会

を
作
り
、
研
究
・
教
育
共
に
盛
り
上
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
工
学
部
が
、
２
０
１
５
年
の
創

設
以
来
、
他
大
学
に
先
駆
け
て
必
修
科

目
と
し
て
実
施
し
て
き
た
コ
ー
オ
プ
教

育
で
は
、
核
と
な
る
企
業
実
習
が
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し

工
学
部
の
学
生
の
活
動
の
近
況

た
。
年
明
け
以
降
日
々
深
刻
化
し
て
い

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
踏

ま
え
、
4
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で
あ
っ

た
コ
ー
オ
プ
実
習
の
期
間
の
短
縮
や
実

施
時
期
の
後
ろ
倒
し
な
ど
を
受
け
入
れ

企
業
に
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
産
業
界
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
企
業
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
何

と
か
コ
ー
オ
プ
実
習
を
遂
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
企
業
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
も
厳
し
い
状
況
の
中
で

与
え
ら
れ
た
実
習
の
機
会
を
貴
重
な
も

の
と
認
識
し
、
短
い
期
間
で
し
た
が
大

変
中
身
の
濃
い
実
習
を
行
っ
た
者
が
多

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生

た
ち
が
こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
て

大
き
く
成
長
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

ロ
ボ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

て
い
る
学
生
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
生
ロ
ボ
コ

ン
に
向
け
た
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
6
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た

２
０
２
０
年
大
会
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は

２
０
２
１
年
大
会
に
向
け
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
時
間
や
人
数
に
制
限

が
あ
る
中
で
の
活
動
に
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

な
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

基調講演のスライド

EV プロジェクトで活動中の学生の様子
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Ｅ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い

る
学
生
は
、
9
月
に
開
催
さ
れ
る
自
動

車
競
技
の
最
高
峰
で
あ
る
学
生
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
の
た
め
に
、
困
難
な
車
体
構
造

の
等
価
構
造
設
計
書
の
作
成
に
夜
遅
く

ま
で
取
り
組
み
、
3
月
の
提
出
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
大
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
に
注

意
し
な
が
ら
、
1
週
間
に
1
～
2
回
の

ペ
ー
ス
で
活
動
し
、
２
０
２
１
年
に
開

催
の
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
へ
の
参
加
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
学
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
っ
て
、
大
変
な
年
と
な
っ
た

２
０
２
０
年
。
ど
の
学
部
、
大
学
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
中
心
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
1
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
学
部
で
は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
必
携
で
あ

る
こ
と
を
活
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
な

ら
で
は
の
授
業
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
自
己
表
現
的
な

ア
ー
ト
制
作
で
は
な
く
、
社
会
に
役
立

つ
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
事
を
第
一
に
考
え

て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
と
い
う

と
対
面
で
指
導
す
る
こ
と
が
当
た
り
前

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
社
会
の
在
り

方
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
受
け
て
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か

ら
に
は
、
旧
来
型
の
手
法
だ
け
に
拘
泥

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
社
会
が

変
わ
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
の
在
り
方
も
対

応
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
非
常

事
態
宣
言
を
受
け
て
、
多
く
の
職
場
で

は
、
業
務
を
リ
モ
ー
ト
で
行
う
機
会
が

増
え
ま
し
た
（
確
か
に
夏
以
降
は
、
勤

務
形
態
が
従
来
型
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
も

少
な
く
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
度
の

二
回
目
の
宣
言
発
令
を
受
け
て
、
既
に

再
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
た
職

場
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
）。
感
染
症

と
い
う
負
の
要
因
が
大
き
な
契
機
に

な
っ
た
と
は
い
え
、
今
後
の
世
の
中
に

お
い
て
は
い
や
お
う
な
く
、
仕
事
だ
け

で
は
な
く
生
活
形
態
に
関
し
て
も
、
Ｐ

Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
遠
隔

で
の
意
思
疎
通
や
双
方
向
通
信
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
か
つ
必
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。

1
年
生
必
修
の
講
義
系
の
科
目
で

す
。
約
２
３
０
人
と
い
う
大
勢
の
学
生

が
受
講
す
る
と
い
う
利
点
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
利
点
を
活
か
し
た
効
果
的
な
内
容

の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
か
ら
濃

デ
ザ
イ
ン
学
部　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
取
り
組
み

社
会
に
役
立
つ
デ
ザ
イ
ン

　

リ
モ
ー
ト
の
時
代
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「色
彩
概
論
」

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　

「
感
性
演
習
Ｉ
・
Ⅱ
」

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
際

　
　

「専
門
演
習
Ⅱ

　
　
　

（視
覚
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）」

淡
や
明
度
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
色
が
収
録
さ
れ
た
配
色
カ
ー
ド
を
紙

に
貼
付
す
る
な
ど
し
て
色
彩
に
つ
い
て

の
知
識
の
基
礎
を
伝
え
て
い
た
の
で
す

が
、
今
年
度
は
各
学
生
宅
に
カ
ー
ド
を

郵
送
し
、
カ
ー
ド
の
色
す
べ
て
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
る
と
い
う
事
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。Illu

stra
tor

を

使
っ
て
、
配
色
カ
ー
ド
の
色
を
Ｃ
Ｍ

Ｙ
Ｋ
と
い
う
印
刷
の
色
に
置
き
換
え
、

デ
ー
タ
と
し
て
配
色
カ
ー
ド
を
皆
で
共

有
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
日
常
接
す
る
事
物
の
色
の
中

か
ら
自
分
の
好
き
な
色
を
パ
ソ
コ
ン
で

色
指
定
し
て
再
現
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ア

イ
コ
ン
に
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
ま
し

た
。
１
６
７
０
万
色
の
中
か
ら
色
を
指

定
し
、
顔
の
代
わ
り
に
色
で
自
分
を
表

現
し
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
集
合
す
る
と
い

う
、
今
後
の
制
作
に
と
っ
て
重
要
に
な

る
色
使
い
の
基
礎
を
、
表
現
行
為
を
通

じ
て
実
感
し
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

同
演
習
の
1
年
次
に
は
「
描
く
」「
つ

く
る
」
と
い
う
演
習
が
あ
り
ま
す
。
社

会
に
役
立
つ
デ
ザ
イ
ン
は
、
美
し
さ
や

カ
ッ
コ
よ
さ
だ
け
を
求
め
て
も
達
成
さ

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
授
業
で
は
、
描
画
の

上
手
さ
や
造
形
の
巧
み
さ
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
モ
ノ
を
観
察
し
、
そ
れ
を

あ
る
条
件
の
も
と
で
描
き
・
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
想
力
の
元
と
な
る
感
性
を

鍛
え
る
の
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
は
自
宅
の
制
作
環
境
作
り
を
準
備
段

階
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
っ
て
、

常
に
教
員
と
個
別
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
状
態
で
進
行
し
て
い

ま
す
。
教
室
内
で
の
対
面
授
業
で
は
、

後
部
席
の
受
講
者
は
教
員
の
制
作
実
演

が
見
え
に
く
い
と
い
う
不
利
が
あ
り
ま

す
が
、
画
面
上
で
は
皆
が
等
し
く
作
例

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
ま
た

技
法
等
に
関
し
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
動

画
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
業
時
間
外

に
も
繰
り
返
し
て
学
修
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

同
演
習
は
、
1
、
2
年
生
で
身
に
つ

け
た
基
礎
を
さ
ら
に
専
門
分
野
の
中
で

活
か
せ
る
実
践
的
な
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ

ス
を
学
ぶ
授
業
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
性
演
習

同
様
に
情
報
の
や
り
取
り
が
む
し
ろ
良

好
に
な
っ
た
部
分
も
あ
っ
て
学
修
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
し
、
企
業
の
研
修

で
も
使
用
頻
度
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ツ
ー
ル
の
「
ｍ
ｉ
ｒ

ｏ
（
ミ
ロ
）」
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ａ

ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ

ｅ
ｔ
等
を
有
効
活
用
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
生
も
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
通
常
授
業
で
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

車体構造の等価構造設計中の様子

授業中のスライド

オンライン授業の様子 （専門演習）

オンライン授業の様子 （専門演習）
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会

医
療
保
健
学
戦
略
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

医
療
保
健
学
部

医
療
保
健
学
部
で
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
も

ら
う
目
的
で
、
毎
年
お
昼
休
み
の
時
間

帯
に
、
各
学
科
の
学
生
や
卒
業
生
、
教

員
に
よ
る
職
種
ご
と
の
世
界
的
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
す
る
場
と
し
て
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク　

ラ

ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
全
て
の
学
科
が

3
密
を
避
け
て
の
授
業
実
施
、
病
院
実

習
の
中
止
や
学
内
実
習
へ
の
振
り
替
え

な
ど
を
行
う
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク　

 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

卒
業
生
で
あ
る
作
業
療
法
学
科
1
期

生
の
仲
澤
彩
加
先
生
か
ら
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
さ

れ
た
際
の
ご
経
験
に
つ
い
て
、
ネ
パ
ー

ル
の
方
々
の
生
活
、
作
業
療
法
士
と
し

て
の
活
動
、
異
文
化
で
の
生
活
、
異
国

の
地
で
働
く
う
え
で
危
険
な
こ
と
と
自

衛
の
大
切
さ
な
ど
、
様
々
な
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

応
募
か
ら
派
遣
ま
で
の
流
れ
や
渡
航

前
に
日
本
に
い
る
間
に
や
っ
て
お
い
た

方
が
い
い
こ
と
、
自
衛
の
た
め
に
日
本

に
い
る
間
か
ら
自
分
を
守
る
方
法
を
考

え
て
お
く
べ
き
こ
と
な
ど
、
具
体
例
を

挙
げ
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
食
事
や
町
の

方
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
た
く
さ
ん
の
写

真
や
動
画
を
用
い
て
、
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
仲
澤
先
生
は
、
ネ
パ
ー

ル
中
の
脊
髄
損
傷
の
方
々
が
来
院
す

る

S
p
in

a
l In

ju
ry

 R
e
h
a
b
ilita

tio
n
 

C
en

ter

（
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
脊
髄
損
傷
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
で
働
か
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
病
院
の
病
室
と

は
異
な
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
患
者
さ

ん
）
ご
と
の
病
室
は
な
く
、
大
部
屋
で

の
生
活
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
身
の
回

り
の
世
話
は
ご
家
族
が
や
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
、
病
院
内
の
生
活
も
日
本
の
医

療
現
場
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
村
々
の
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト

（
小
さ
い
診
療
所
）
を
訪
問
し
、
作
業

療
法
の
普
及
に
努
め
た
こ
と
や
毎
年
3

月
1
日
に
開
か
れ
るIn

tern
a
tion

a
l 

W
h
eelch

a
ir D

a
y

（
国
際
車
椅
子
デ

イ
）
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
、
現
地

の
方
々
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
国
民
性
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ネ

パ
ー
ル
は
、
右
手
は
神
聖
な
手
と
し
て

食
事
に
用
い
、
左
手
は
不
浄
の
手
と
し

て
い
る
文
化
で
す
。
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
脳
卒
中
片
麻
痺
の

方
々
の
利
き
手
交
換
を
行
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
右
半
身
の
麻
痺
が

あ
る
方
で
左
手
が
使
用
で
き
る
が
、
宗

教
的
な
関
係
で
左
手
で
食
事
を
で
き
な

い
こ
と
な
ど
、
宗
教
的
文
化
的
な
背
景

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

理
学
療
法
学
科
、
教
員
の
斎
藤
寛
樹

先
生
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
ー

テ
ィ
ン
大
学
に
留
学
す
る
ま
で
の
準

備
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
（
英
語
の
試
験
）
の

経
験
、
学
び
か
ら
得
た
も
の
、
留
学
す

る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
留
学
さ
れ
た
大
学
院
で
は
、
実

際
の
患
者
さ
ん
に
英
語
で
問
診
し
、
治

療
す
る
た
め
、
留
学
の
許
可
が
下
り
る

た
め
に
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
に
て
一
定
の
点

数
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
何
度
も
受
験
し

た
経
験
や
実
際
の
授
業
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ー
テ
ィ
ン
大

学
に
は
世
界
各
国
か
ら
留
学
生
が
き
て

お
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で

す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
は
、
世
界
的
に

標
準
化
さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
治
療
体
系
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
標
準
治
療
の
効

果
が
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
す
る
治

療
戦
略
の
展
開
方
法
、
海
外
の
論
文
を

読
み
解
く
中
で
、
最
善
の
治
療
法
を
選

択
す
る
力
が
磨
か
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
我
々
の
知
る
こ
と
の
で
き
る
日
本

語
の
情
報
は
、
氷
山
の
一
角
に
表
さ
れ

る
よ
う
に
ほ
ん
の
一
部
分
で
あ
り
、
医

療
職
は
常
に
い
い
治
療
、
最
新
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。「
在
学
時
代
か
ら
ほ
ん
の
少

し
で
い
い
の
で
、
英
語
に
触
れ
て
い
け

る
と
い
い
で
す
ね
。」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臨
床
工
学
科
で
は
、
近
年
、
急
速
に

普
及
が
進
む
「
３
Ｄ-

Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
シ
ス
テ
ム
」
を
、

心
臓
手
術
の
際
に
使
用
す
る
「
人
工
心

肺
装
置
」
の
操
作
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
応
用
で
き
る

よ
う
、
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
人
工

心
肺
装
置
は
、
学
内
実
習
や
臨
床
実
習

で
も
人
気
の
高
い
医
療
機
器
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
、
非
常
に
高
価
な
た
め
、

学
生
の
教
育
用
に
十
分
な
数
を
学
内
に

導
入
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で

臨
床
工
学
科
で
は
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
人
工
心
肺
装
置
の
操

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「卒
業
研
究
」

卒
業
研
究
は
、
い
わ
ば
卒
業
制
作
で

す
の
で
、
後
期
に
入
っ
て
か
ら
は
フ
ィ

ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
心
が
け
て

「
密
」
を
避
け
、
入
室
前
の
非
接
触
体

温
測
定
や
消
毒
、
人
数
制
限
な
ど
の
感

染
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
希
望
者
に
は

演
習
室
で
の
制
作
作
業
を
可
と
し
ま
し

た
。
特
に
工
具
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
作

業
が
必
要
と
な
る
工
業
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
で
は
、
他
者
と
の
距
離
を
取
り
な
が

ら
も
教
室
で
の
作
業
を
認
め
る
一
方

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
併
用
し
た

効
果
的
な
指
導
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
授
業
に
お
い
て
も
教
員
一

同
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
こ
と
を

必
ず
し
も
マ
イ
ナ
ス
と
ば
か
り
に
は
捉

え
ず
に
、
む
し
ろ
今
の
時
代
、
そ
し
て

来
る
べ
き
社
会
に
向
け
て
持
続
的
に
対

応
で
き
る
学
生
を
育
て
る
機
会
で
あ
る

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
授
業
に
臨
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
学
生
に
は
、
現
在
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
有
効
な
ス
キ
ル

を
修
得
し
て
、
鍛
え
た
感
性
に
拠
る
柔

軟
な
発
想
力
で
こ
れ
を
駆
使
し
て
問
題

解
決
に
挑
む
と
い
う
姿
勢
を
身
に
着
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

オンライン授業の様子 （専門演習）
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作
を
リ
ア
ル
に
体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
完
成
後

の
操
作
イ
メ
ー
ジ
を
映
像
で
再
現
し
た

Ｃ
Ｇ
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実

際
に
手
術
室
に
い
る
感
覚
で
操
作
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
開
発
に
着
手
し
、
本
年
度
は
在
学
生

に
使
用
し
、
適
宜
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
発
に
あ

た
っ
て
は
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
、

現
役
の
臨
床
工
学
技
士
の
意
見
を
シ
ス

テ
ム
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
よ
り

完
成
度
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
看
護
学

科
、
作
業
療
法
学
科
と
連
携
し
、
共
同

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
計
画
し
て
い
ま

す
。理

学
療
法
学
科
で
は
、「
国
際
的
な

教
養
を
備
え
た
理
学
療
法
リ
ー
ダ
ー
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
希
望
学
生
に
対
し
て
外
国
人
理

学
療
法
士
に
よ
る
本
学
で
の
講
義
や
実

習
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
現
地
留
学
を
通

し
て
理
学
療
法
先
進
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
大
学
教
育
に
触
れ
、
国
際
的
セ
ン

ス
を
持
っ
た
理
学
療
法
士
を
育
成
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
も
あ
り
対

面
授
業
は
中
止
し
、
3
年
生
を
中
心
に

英
語
教
材
や
英
会
話
を
毎
日
実
施
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
英
語
に
よ
る
講
義
を
聴
講
し
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
な
ど
行
っ
て
き
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
と
な
り
、
理
学
療
法
・
作

業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
の
3
専
攻
で
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

教
養
学
環

２
０
１
９
年
度
海
外
研
修

　
　
　
　
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
報
告

教
養
学
環
で
は
、
実
際
に
海
外
に
行

く
こ
と
に
よ
っ
て
異
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
「
海
外
研
修
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
初
め
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
研
修
先
と
し
た
「
海
外
研
修
」
を

２
０
２
０
年
2
月
16
日
～
23
日
ま
で
の

8
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
、
中
国
系
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド

系
の
文
化
の
入
り
混
じ
っ
た
多
民
族
都

市
国
家
で
す
。こ
の
研
修
の
ね
ら
い
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
訪
問
を
通
じ
て
、
文
化

の
多
様
性
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
す
。

今
回
、
男
子
11
名
、
女
子
10
名
の
計
21

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
国
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
す
る
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
日
本
よ
り
も
早
く
強
力
な
対
策
を
実

施
、
中
国
か
ら
の
旅
行
者
も
全
面
入
国

禁
止
と
い
う
措
置
が
取
ら
れ
、
訪
問
時

に
は
公
共
施
設
で
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
研
修
は
、

一
部
予
定
を
変
更
す
る
な
ど
十
分
に
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
し

た
。研

修
で
は
、
午
前
中
は
語
学
学
校
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
英
語
で
学

び
、
午
後
は
実
際
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

様
々
な
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。
語
学

学
校
で
は
、
レ
ベ
ル
別
に
3
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
朝
9
時
か
ら
12
時
ま
で
休

憩
な
し
の
3
時
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

概
要
だ
け
で
な
く
、
中
国
系
、
マ
レ
ー

系
、
イ
ン
ド
系
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
つ

い
て
み
っ
ち
り
英
語
で
学
習
し
ま
し

た
。
イ
ン
ド
系
の
文
化
を
学
ん
だ
際
に

は
、
実
際
に
講
師
の
先
生
に
サ
リ
ー
を

最
初
か
ら
着
付
け
て
も
ら
う
な
ど
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、初
日
は
ま
ず
、有
名
な
マ
ー

ラ
イ
オ
ン
の
あ
る
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
エ
リ

ア
に
行
き
、
リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
体
験

し
、
斬
新
な
船
の
形
の
デ
ザ
イ
ン
で
有

名
な
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
サ
ン
ズ
を
見
学
し

ま
し
た
。
2
日
目
、
3
日
目
は
、
ア
ラ

ブ
ス
ト
リ
ー
ト
、
リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア

と
い
っ
た
多
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
地
区

を
訪
れ
ま
し
た
。4
日
目
は
、2
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
植
物
園
や
世
界
的
に

有
名
な
日
本
の
チ
ー
ム
ラ
ボ
の
作
品
を

見
学
し
、
5
日
目
は
国
立
博
物
館
を
訪

ね
ま
し
た
。さ
ら
に
最
終
日
は
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
自
由
行
動
、
動
物
園
や

セ
ン
ト
ー
サ
島
な
ど
へ
行
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
研
修
中
、
街
路
樹
の

1
本
1
本
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い

う
街
並
み
の
維
持
の
た
め
に
払
わ
れ
て

い
る
努
力
や
、
コ
ン
ビ
ニ
店
が
昼
に
休

操作トレーニングシミュレーターの様子シミュレーターを操作する様子

講師からサリーを着付けてもらう学生
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望
を
取
り
戻
し
、
対
面
授
業
な
ら
で
は

の
刺
激
あ
る
大
学
生
活
を
味
わ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
私
た
ち
教

員
に
し
て
も
、
過
去
、
こ
ん
な
に
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
授
業
を
行
っ
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
意
味
、
新

し
い
対
面
授
業
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
実

技
へ
の
挑
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
実
技
を
安
全
に
展
開
す
る

た
め
に
特
に
実
行
し
た
こ
と
を
ご
説
明

し
ま
す
。

①
マ
ス
ク
着
用
・
三
密
回
避
・
除
菌
の

徹
底マ

ス
ク
着
用
は
授
業
参
加
へ
の
絶
対

条
件
と
し
ま
し
た
。
運
動
中
、
苦
し
く

な
る
前
に
早
め
に
人
の
い
な
い
離
れ
た

場
所
へ
移
動
し
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
呼

吸
を
整
え
る
よ
う
予
め
注
意
を
促
し
ま

す
。
三
密
回
避
は
一
般
的
な
注
意
と
し

て
励
行
。
ま
た
、
教
員
は
授
業
前
に
手

指
消
毒
液
ス
プ
レ
ー
、
用
具
除
菌
液
ス

プ
レ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、
非
接
触

体
温
計
の
一
式
を
授
業
に
携
行
し
、
授

業
終
了
時
に
は
使
用
し
た
用
具
を
学
生

個
々
に
除
菌
さ
せ
、
感
染
防
止
に
努
め

ま
し
た
。

②
採
用
種
目
の
安
全
性
の
確
保

学
生
同
士
の
接
近
、
接
触
が
危
惧
さ

れ
る
種
目
、
例
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
コ
ー

フ
ボ
ー
ル
な
ど
で
は
ゲ
ー
ム
形
式
を
採

用
せ
ず
、
あ
く
ま
で
基
本
的
な
技
術
練

習
を
中
心
に
行
う
こ
と
を
事
前
に
学

生
に
了
解
を
得
た
上
で
履
修
さ
せ
ま
し

た
。

③
履
修
人
数
の
制
限

科
目
の
特
性
、
使
用
施
設
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
、
実
技
機
材
な
ど
安
全
確
保
の

点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
ス
ポ
ー
ツ

実
技
は
全
て
各
時
限
の
総
数
を
例
年
の

６
～
７
割
に
抑
え
ま
し
た
。

④
授
業
構
成
と
講
義
形
態

授
業
構
成
は
実
技
9
回
と
講
義
5
回

の
計
14
回
。
初
回
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
兼

ね
た
講
義
か
ら
始
め
、
実
技
を
3
回
連

続
し
た
後
に
ま
た
講
義
…
と
い
う
交
互

の
実
施
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
講
義
内

容
は
履
修
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
特
化

し
、
講
義
は
割
り
当
て
ら
れ
た
教
室
で

行
い
ま
す
が
、
そ
の
当
日
、
他
に
対
面

授
業
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
学
生
は
自

宅
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
受
講
す
る
こ
と
と

し
、
教
室
内
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑤
講
義
の
負
担
軽
減
と
メ
リ
ハ
リ
の
工

夫
曜
日
ご
と
に
教
員
2
名
で
編
成
す
る

グ
ル
ー
プ
を
3
グ
ル
ー
プ
設
け
、
講
義

は
そ
の
2
教
員
で
分
担
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。1
教
員
の
持
ち
時
間
は
45
分
、

講
義
内
容
と
そ
の
構
成
は
教
員
に
一
任

し
、
①
話
題
提
供
、
②
課
題
付
与
･
解

答
、
③
ま
と
め
（
動
画
視
聴
な
ど
）
の

3
部
構
成
で
そ
れ
ぞ
れ
15
分
を
目
安
に

実
施
、
学
生
に
飽
き
が
こ
な
い
よ
う
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
講
義
を
工
夫
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
の
後
期
の
ス
ポ
ー
ツ
実
技
は
手
探

り
状
態
の
と
こ
ろ
も
多
少
あ
り
ま
し
た

が
、
世
間
で
注
意
す
べ
き
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
徹
底
し
て
実
行
し
ま
し
た
。

後
期
授
業
の
最
終
回
を
迎
え
る
今
、「
ス

ポ
ー
ツ
実
技
で
も
感
染
す
る
こ
と
な
く

授
業
が
で
き
る
」
と
い
う
自
信
が
持
て

た
こ
と
は
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
実
技
も

同
様
、
健
康
と
安
全
に
抜
か
り
な
く
計

画
し
、
学
生
の
喜
ぶ
顔
が
再
び
見
ら
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　

ス
ポ
ー
ツ
実
技
へ
の
挑
戦

２
０
２
０
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
学
内
で
の
感
染
を
防
止
す

る
た
め
、
多
く
の
大
学
が
学
生
及
び
教

員
の
通
学
・
通
勤
を
停
止
し
、
当
面
、

遠
隔
授
業
を
中
心
と
し
た
授
業
形
態
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
遠
隔
授
業
の
た
め
の
資
料

準
備
、
提
出
課
題
の
点
検
や
コ
メ
ン
ト

へ
の
返
答
に
は
相
当
時
間
を
か
け
、
授

業
と
い
う
も
の
が
こ
ん
な
に
大
変
な
も

の
か
と
感
じ
た
こ
と
は
今
ま
で
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
教
員
は
と
も
か
く
学
生

も
、
自
分
が
履
修
し
た
科
目
相
当
分
の

知
識
の
整
理
や
課
題
で
日
々
精
一
杯
に

な
り
、
大
学
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
聞
き
た
く

て
も
周
囲
に
は
友
達
も
な
く
、
連
日
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
と
の
睨
め
っ
こ
に
明
け

暮
れ
て
、
徐
々
に
疲
弊
し
て
し
ま
う
の

も
当
然
で
し
た
。

果
た
し
て
こ
の
状
態
は
い
つ
ま
で
続

く
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
後
期
の
授
業
実
施
に
つ

い
て
学
長
よ
り
そ
の
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
遠
隔
授
業
で
は
授
業
が
成
立
し

に
く
い
実
験
や
実
技
は
、
学
生
が
大
学

で
直
接
受
講
す
る
対
面
授
業
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
単
に
従
来
の
対
面
授

業
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
感
染
防

止
に
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、例
え
ば
、

受
講
者
を
対
面
組
と
遠
隔
組
と
に
二
分

し
て
受
講
さ
せ
る
な
ど
、
両
方
の
利
点

を
上
手
く
活
用
し
な
が
ら
密
集
、
密
接

を
防
ぐ
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
」
を

目
指
せ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
対
面
授
業
を
皮
切
り
に
、
消

失
し
か
け
た
学
生
の
笑
顔
、
意
欲
、
希

憩
の
た
め
に
閉
店
す
る
と
い
っ
た
日
本

に
は
な
い
事
情
も
知
り
、
価
値
観
や
文

化
の
多
様
さ
の
一
端
を
垣
間
見
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
、
中
華
系
、
ヒ

ン
ズ
ー
系
の
寺
院
が
同
じ
街
に
共
存

し
、
実
に
様
々
な
民
族
の
人
々
が
街
中

に
あ
ふ
れ
、
地
下
鉄
の
掲
示
が
す
べ
て

4
つ
の
言
語
で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
日
常
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
も
、
多
民

族
国
家
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
実
感

を
伴
っ
て
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

語学学校での授業の様子 地区訪問の様子
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大
学
院

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
研
究
活
動
に
つ
い
て

学
術
界
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
い

に
受
け
た
今
年
度
、
バ
イ
オ
・
情
報
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
に
在
籍
す
る
大
学
院
生

も
様
々
な
制
限
が
か
か
っ
た
中
で
の
研

究
活
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
成
果
を
積
み
重
ね
、
国
内
学
会
や

国
際
会
議
で
活
発
に
研
究
発
表
を
行
う

大
学
院
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
回

の
学
報
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

専
攻
に
所
属
す
る
大
学
院
生
に
よ
る
研

究
発
表
業
績
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
２
０
２
０

情
報
処
理
学
会
Ｃ
Ｇ
Ｖ
Ｉ
研
究
会

　
　

第
1
７
７
回
研
究
会

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
２
０
２
０

昨
年
6
月
、
当
初
東
京
工
科
大
学
八

王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ｃ
Ｇ
・
映
像
・

ゲ
ー
ム
な
ど
に
関
す
る
研
究
分
野
を
中

心
と
し
た
国
際
会
議
「N

IC
O

G
R

A
P

H
 

In
tern

a
tion

a
l 2

0
2
0

」
が
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
に
所

属
す
る
大
学
院
生
が
多
く
の
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
当
初
3
月
17
日
・
18
日

の
2
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
そ
の

Ｃ
Ｇ
・
映
像
・
ゲ
ー
ム
・
音
楽
に

関
す
る
研
究
分
野
を
中
心
と
し
た
国

内
学
会
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ

２
０
２
０
」
が
、
関
西
大
学
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
学
会
と
し
て
昨
年
11
月
に

3
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
も
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

専
攻
所
属
の
大
学
院
生
が
た
く
さ
ん
研

究
成
果
発
表
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

大
淵
康
成
教
授
の
研
究
室
に
所
属
す
る

2
名
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
優

秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
の
で
少

し
詳
し
く
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
淵
教
授
の
研
究
室
に
所
属
す
る
大

石
光
流
さ
ん
は
、「
パ
ラ
言
語
を
用
い

た
ス
タ
ン
プ
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
関
し

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
検
索
画
面
に
単

語
を
打
ち
込
み
何
か
を
検
索
す
る
際
に

キ
ー
ボ
ー
ド
の
代
わ
り
に
声
で
検
索
す

る
場
合
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
検
索

の
基
本
と
な
る
の
は
「
何
と
い
う
言
葉

で
検
索
し
た
か
」
で
す
。
多
く
の
場
合

は
そ
れ
で
十
分
な
の
で
す
が
、
と
き
に

は
そ
れ
で
不
十
分
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
石
さ
ん
は
、
不
十
分
な
場
合
の

例
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
の
ス

タ
ン
プ
の
検
索
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
あ
る
言
葉
で
検
索
す
る
と
、
い

ろ
ん
な
ス
タ
ン
プ
が
見
つ
か
る
。
で

も
そ
の
中
に
は
、
楽
し
そ
う
な
も
の
、

怒
っ
て
い
る
も
の
、
悲
し
そ
う
な
も
の

な
ど
い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
。
も
し
も
、
検
索
語
を
入
力
し

た
場
合
の
話
し
方
の
雰
囲
気
を
検
索
結

果
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
研
究
を
始

振
替
発
表
会
が
6
月
25
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表

会
で
は
、
2
名
の
大
学
院
生
が
筆
頭
著

者
と
し
て
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

＊
三
浦
嘉
大
・
藤
塚
巧
・
伊
藤
智
也
・

菊
池
司
「
理
的
要
素
と
ユ
ー
ザ
ー
自
由

度
を
考
慮
し
た
日
本
城
郭
都
市
の
プ
ロ

シ
ー
ジ
ャ
ル
モ
デ
リ
ン
グ
」

＊
田
中
利
樹
・
伊
藤
智
也
・
菊
池
司

「
拡
張
型
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ナ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
有
向
グ
ラ
フ
生
成
と
モ

デ
リ
ン
グ
へ
の
応
用
」

め
ま
し
た
。
大
淵
教
授
の
研
究
室
で
以

前
か
ら
扱
っ
て
い
る
「
感
情
認
識
」
の

仕
組
み
を
応
用
し
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を

作
成
し
、
今
回
の
学
会
発
表
で
見
事
に

ポ
ス
タ
ー
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。満

田
将
人
さ
ん
は
「
キ
ー
音
方
式
の

音
楽
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
音
源
分
離
を
用

い
た
譜
面
自
動
生
成
」
に
関
し
て
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、
い

わ
ゆ
る
「
音
ゲ
ー
」
を
、
楽
曲
だ
け

か
ら
自
動
生
成
し
よ
う
と
い
う
研
究

で
、
大
淵
教
授
の
研
究
室
で
は
以
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、「
音
楽
を
い
ろ
ん
な
パ
ー
ト

に
分
割
し
て
、
ゲ
ー
ム
デ
ー
タ
を
作
り

や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
」
と

い
う
研
究
で
す
。
音
響
処
理
の
分
野
で

は
、
最
近
の
深
層
学
習
の
発
展
な
ど
に

伴
い
、
高
性
能
の
音
源
分
離
ツ
ー
ル
が

い
ろ
い
ろ
と
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
究
で
は
、
そ

う
し
た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
つ
つ
、
独
自

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
も
取
り
混
ぜ
て
、
音

ゲ
ー
に
適
し
た
音
楽
の
分
離
を
実
現
し

ま
し
た
。

オンライン発表中の様子オンライン発表中の様子

ポスター発表中の様子
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大
学
院

工
学
研
究
科

修
士
予
備
審
査
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

大
学
院
工
学
研
究
科
の
研
究
活
動

２
０
２
０
年
8
月
17
日
と
18
日
に
工

学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻

の
修
士
2
年
の
予
備
審
査
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
予
備
審
査
会
は
例
年
、
秘
密

保
持
に
配
慮
し
た
上
で
、
教
室
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
上
で
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

秘
密
保
持
の
た
め
、
秘
密
保
持
に
関

す
る
誓
約
書
を
提
出
し
た
者
だ
け
が
参

加
し
、
技
術
・
運
用
面
で
も
秘
密
保
持

に
最
大
限
配
慮
し
ま
し
た
。
予
備
審
査

会
は
修
士
論
文
が
完
成
す
る
見
込
み
が

あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
重
要
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
会
と
し
て
も
滞
り
な
く

行
え
る
よ
う
に
準
備
を
す
る
と
と
も

に
、
開
催
中
は
最
大
限
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
体
制
で
臨
み
ま
し
た
。

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学

専
攻
の
修
士
課
程
の
学
生
は
、
日
々
の

研
究
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
各
種
学
会

に
お
け
る
研
究
発
表
や
学
術
論
文
誌
で

の
研
究
成
果
の
発
表
な
ど
、
多
く
の
研

2
日
間
2
会
場
で
50
名
ほ
ど
の
大
学

院
生
が
発
表
を
行
い
、
多
く
の
教
員
や

学
生
が
こ
れ
を
聴
講
し
ま
し
た
。
発
表

し
た
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、
多
く
の

教
員
か
ら
具
体
的
な
質
問
や
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
研

究
を
ま
と
め
て
い
く
方
向
性
に
大
き
な

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
は
研
究
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
特
に
大
型
装
置
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
必
要
と
す
る
研
究
で
は

そ
の
取
り
組
み
は
大
き
く
制
限
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
皆
、
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
中
に
は
日
本
国
外
か

ら
発
表
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
大
学
院

生
も
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
無
事
に
発

表
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
む

し
ろ
新
た
な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
発
表
と
そ
れ
を
通
じ

た
研
究
内
容
・
進
捗
の
善
し
悪
し
に
つ

い
て
は
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
最
終
審
査
に
向

け
て
活
発
に
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
て
は
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
に
完
了
し
ま

し
た
。
実
際
に
開
催
し
た
こ
と
で
様
々

に
見
え
て
き
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
今

後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
向
け
た
準
備

も
整
え
て
い
ま
す
。

予備審査会会場に投影したスライド

究
業
績
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
工
学
研

究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
専
攻
の
修

士
課
程
の
学
生
に
よ
る
２
０
１
９
年
12

月
か
ら
２
０
２
０
年
12
月
ま
で
の
期
間

の
学
会
発
表
は
、合
計
で
38
件
で
し
た
。

そ
の
う
ち
6
件
は
国
際
学
会
で
の
発
表

で
あ
り
、
自
分
の
研
究
を
国
際
的
な
舞

台
で
発
表
す
る
と
い
う
活
躍
も
し
て
い

ま
す
。

学
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
受
賞
を

し
た
研
究
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
松

尾
芳
樹
教
授
が
指
導
す
る
土
屋
慧
さ

ん
は
、
２
０
１
９
年
12
月
14
日
に
第
20

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会
に
お

い
て
、
起
立
動
作
推
定
に
お
け
る
筋
シ

ナ
ジ
ー
解
析
に
基
づ
く
測
定
点
削
減
方

法
の
検
討
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
を

行
い
、
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
佘
錦
華
教
授
が
指
導
す
る

沈
君
陽
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
9
月

29
日
に
国
際
会
議T
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と

い

う

題
目
で
筆
頭
著
者
と
し
て
研
究
論
文

に
ま
と
め
て
、
国
際
的
な
学
術
雑
誌

で
あ
るJ

ou
rn

a
l of L

a
ser M

icro/

N
a
n
oen

g
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eerin
g

に
投
稿
し
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
受
理
さ
れ
て
、

２
０
２
０
年
12
月
に
同
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

工
学
部
の
山
下
俊
教
授
は
、
今
年
度

か
ら
5
年
間
の
予
定
で
農
林
水
産
省
の

農
林
水
産
研
究
推
進
事
業
委
託
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
材
料
開
発
の
責
任
者

と
な
り
、
天
然
樹
木
か
ら
ス
ー
パ
ー
エ

ン
プ
ラ
を
作
る
次
世
代
技
術
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
な
ど

複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
遂
行
中
で
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
材
料
の
観
点
か
ら
本

学
の
技
術
の
ア
ピ
ー
ル
と
社
会
貢
献
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
入
谷
康
平
助
教

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
先
導
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
／
未
踏
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
に
採

択
さ
れ
、
深
刻
化
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
に
よ
る
環
境
汚
染
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
応
用
生
物
学
部
と
共
同
で
、

光
合
成
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
を
利
用
し
て
増

殖
す
る
微
生
物
細
胞
を
素
材
と
し
て
用

い
る
「
細
胞
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
」
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
原
賢
二
教
授

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
燃
料
電
池
等
利
用
の

飛
躍
的
拡
大
に
向
け
た
共
通
課
題
解
決

型
産
学
官
連
携
研
究
開
発
事
業
の
実
施

先
と
し
て
の
採
択
を
受
け
、
白
金
を
使

用
し
な
い
新
し
い
燃
料
電
池
の
触
媒
の

開
発
を
国
内
の
大
学
・
企
業
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
工
学
部
の

教
員
は
官
公
庁
か
ら
の
公
的
研
究
費
の

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
＋
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
２
０
２
０

本
国
際
会
議
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
関
連
し
た
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ

ン
に
関
す
る
主
要
な
会
議
の
ひ
と
つ

で
、
研
究
者
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
斬
新
な

作
品
を
発
表
し
、
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア

を
交
換
し
、
ア
ジ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
未
来
を
議
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
12
月
14
日
か
ら
16

日
の
3
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会

議
に
は
、
2
名
の
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン

ス
専
攻
所
属
の
学
生
が
研
究
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

今
後
も
バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研

究
科
で
は
、
本
学
な
ら
で
は
の
多
様
性

を
生
か
し
た
研
究
領
域
で
、
多
く
の
学

生
た
ち
が
成
果
を
上
げ
て
く
れ
る
よ
う

に
教
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
・
研
究
活

動
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

オンライン会議の様子
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採
択
を
受
け
た
研
究
を
活
発
に
行
っ
て

お
り
、
多
く
の
大
学
院
生
の
研
究
テ
ー

マ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

工
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学

専
攻
の
修
士
課
程
の
学
生
は
、
こ
の
よ

う
な
最
先
端
の
研
究
を
遂
行
す
る
中

で
、
多
く
の
研
究
成
果
を
得
て
、
社
会

に
発
信
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
研
究
活
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て

も
文
献
検
索
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議

を
重
ね
る
な
ど
、
研
究
活
動
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
感

染
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
以
前
と
同
様

の
レ
ベ
ル
の
研
究
活
動
を
遂
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

大
学
院

デ
ザ
イ
ン
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
研
究
科
２
年
目
の
教

育
研
究
活
動
状
況
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
の
研
究
活

動
と
授
業
実
施
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
が
開
設
し
、
2
年

目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
災
禍
に
よ
る
状
況

の
中
、
段
階
的
に
、
ま
た
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

1
年
生
は
緊
急
事
態
宣
言
で
入
学
式

が
行
え
な
い
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
授
業
開
始
か
ら
１
ヶ
月

後
の
6
月
17
日
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
へ
の

段
階
的
な
入
構
開
始
に
伴
い
、
対
面
で

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
中
国
か
ら
入
国
で
き
な
か
っ
た
学

生
も
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
で
参
加
し
、

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
年
生
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
ま
で
進

め
て
き
た
研
究
を
展
開
さ
せ
る
最
終
年

度
ス
タ
ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
休
校

措
置
や
自
粛
要
請
に
よ
っ
て
研
究
意
欲

を
削
が
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
6
月
24
日
に
行
わ
れ

た
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
で
の
中
間
発
表

で
は
、
皆
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
着

実
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
後
8
月
19
日
の
前
期
末
発
表
で

は
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
学
生
全
員

が
対
面
で
の
研
究
発
表
を
行
い
、
具
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
１
年
次
演
習
科
目
の
「
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
」、「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・

Ⅱ
」
は
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」

の
未
来
社
会
へ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造

的
な
デ
ザ
イ
ン
の
演
習
の
な
か
で
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と

い
う
視
点
か
ら
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
」
で
は
「
可
視
化
す
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、ま
た「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
で
は
「
触
れ
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
学
生

の
考
え
る
未
来
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

授
業
や
研
究
活
動
に
と
っ
て
は
不
自
由

な
な
か
で
す
が
、こ
の
機
会
に
よ
っ
て
、

あ
ら
た
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
や
社
会
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
の

役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
が
再
認
識
し
て
い
ま

す
。

A
D
A
D
A
＋
C
u
m
u
l
u
s

2
0
2
0
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
で
は
、
国
際
的
な

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

A
D
A
D
A
＋
C
u
m
u
l
u
s
2
0
2
0

国
際
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ

れ
、
2
年
生
か
ら
田
邊
雄
一
さ
ん
、
屬

史
春
瑠
さ
ん
が
参
加
し
、
現
在
ま
で
進

め
て
来
た
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
田
邊
さ
ん
は
、
離
れ
た
場
所
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
つ

い
て
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
、
ま
た
屬
さ
ん
は
、
大
量
消

費
に
よ
る
素
材
の
用
途
転
換
か
ら
新
た

な
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま

で
担
当
教
員
と
の
英
文
指
導
を
受
け
て

き
た
一
つ
の
成
果
が
達
成
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
度
2
年
生
の
就
職
活
動

で
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
採
用
を
見
直
す

企
業
も
多
い
な
か
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大

手
メ
ー
カ
ー
へ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
職
と
し

て
の
採
用
も
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

で
掲
げ
て
き
た
高
度
な
職
業
人
を
育
成

す
る
と
い
う
教
育
目
標
に
沿
っ
て
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
の
授
業
実

施
や
研
究
指
導
で
は
、
そ
の
内
容
や
状

況
に
よ
っ
て
対
面
指
導
を
基
本
と
し
な

が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
遠
隔
指
導
を
適
宜
活
用
し
、
教
育
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
7
月
以
降
は
、
実
習
室
の
利
用

を
曜
日
ご
と
学
年
に
よ
っ
て
割
り
振

り
、
大
学
構
内
で
の
研
究
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
感
染
防
止

に
努
め
な
が
ら
、進
め
て
き
て
い
ま
す
。感染予防対策を取った授業の様子

オンライン授業の様子

オンライン発表中の様子
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Campus Scenes

片柳研究所の設計にあたり、３階吹き抜けのエントランスホールの壁に壁画を描

くことになりました。彩色された壁画ではホール全体の調和を壊すことになるため、

大理石を削り白黒の風景画を製作しました。また、玄関ホールの吹き抜けを飾る照

明器具は科学研究所に相応しい「ＵＦＯ」を連想するデザインにしました。壁画の

面積は２４２㎡という壮大なものであり、制作に当たっては大変な苦労をしました。

原画を大理石に引き伸ばして、石職人がグラインダーで石を削り仕上げた作品です。

私も制作中に関ヶ原の石の工場で 1 週間程指導に当たりました。建築工事進行の予

定もあり完成に至らぬまま現場に取り付けた後、仕上げることになり、取りつけて

から壁画の仕上げに 10 日間程老体に鞭を打ち、指導に当たりましたが、壁と大理石

との間に隙間があり、大理石にグラインダーを強くあて削りますと絵が割れる恐れ

があって、未完のままに現在に至っています。（2001 年作）

創立 70 周年　片柳　鴻「特に記憶に残る想い出　旅の作品を綴る」より抜粋

上高地の風景 （壁画）
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大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
学
生
発

表
会
で
優
秀
賞
・準
優
秀
賞
を
受
賞

第
65
回
低
温
生
物
工
学
会
大
会
で
２
０
１
９

年
度
低
温
生
物
工
学
会
奨
励
賞
を
受
賞

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
関
す
る
取
り
組
み
が

東
京
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

「IE
E

E
 
C

C
E

M
2

0
2

0

」
でT

h
e
 

S
tu

d
e
n

t P
r
o
je

c
t S

h
o
w

c
a

s
e
 

P
ro

p
o
s
a
l - F

irs
t P

r
iz

e

を
受
賞

12
月
5
日
に
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

八
王
子
で
学
生
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
応
用
生
物
学
部
か
ら
は
、矢
野
・

岡
田
研
究
室
の
大
学
院
生
1
年
生
の
許

セ
ツ
ト
ウ
さ
ん
「
Ｃ
Ｄ
4
を
認
識
す
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
ア
プ
タ
マ
ー
の
解
析
と
バ
イ
オ

ア
ッ
セ
イ
へ
の
応
用
」、
吉
田
（
亘
）

研
究
室
の
学
部
4
年
生
和
田
亮
平
さ
ん

「
新
規
抗
が
ん
剤
開
発
へ
向
け
た
テ
ロ

メ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
機
能
解
析
」、農
業
サ
ー

ク
ル
の
学
部
3
年
生
大
野
啓
さ
ん
「
東

京
工
科
大
学
の
遊
歩
道
に
お
け
る
野
生

動
物
調
査
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
発
表
や
参
加
者
を
制
限
し
て

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
許
セ
ツ
ト
ウ
さ
ん
は
優
秀
賞
、

和
田
亮
平
君
は
準
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
5
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
第
65
回
低
温
生
物
工
学
会
大
会
（
誌

面
開
催
）
に
お
い
て
、
阿
部
周
司
助
教

が
、「
冷
凍
す
り
身
の
ゲ
ル
形
成
能
の

新
た
な
評
価
法
の
構
築
」
の
研
究
題
目

で
、
２
０
１
９
年
度
低
温
生
物
工
学
会

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
学
会
賞

は
、
低
温
生
物
工
学
の
分
野
で
特
に
優

れ
た
研
究
を
発
表
し
、
将
来
の
発
展
を

期
待
で
き
る
若
手
研
究
者
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

高
機
能
性
食
品
（
梶
原
・
阿
部
）
研

究
室
は
水
産
練
り
製
品
の
主
原
料
で
あ

る
冷
凍
す
り
身
の
ゲ
ル
形
成
能
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
一
連
の
研
究
を
通
し
て
、
従
来
の
評

価
方
法
に
比
べ
、
冷
凍
す
り
身
ゲ
ル
の

全
体
的
な
性
状
を
捉
え
た
ゲ
ル
形
成
の

速
度
論
的
な
解
析
手
法
を
構
築
し
ま
し

た
。
こ
の
手
法
は
今
後
の
水
産
練
り
製

品
の
品
質
に
関
す
る
研
究
に
多
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
本
受
賞
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
先

進
情
報
専
攻
の
生
野
壮
一
郎
教
授
と
董

然
助
手
は
、
国
・
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
の
八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座
、
筑

波
大
学
蔡
東
生
准
教
授
、
都
留
文
科
大

学
早
野
慎
吾
教
授
ら
と
と
も
に
、
人
形

浄
瑠
璃
の
感
情
表
現
を
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト

で
再
現
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
が
、
11
月
13
日
発
行

の
東
京
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

記
事
内
容
「
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
、
人
形
浄
瑠

璃
を
猛
勉
強　

八
王
子
の
一
座　

舞
台

で
新
演
目
、
感
情
表
現
も
進
化
中
」

２
０
２
０
年
11
月
4
日
～
7
日
に
開
催

さ
れ
たIE

E
E

主
催
の
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の

国
際
会
議
で
あ
る
「IE

E
E
 C

C
E
M

2020 

9
th

 IE
E

E
 IN

T
E

R
N

A
T

IO
N

A
L
 

C
O

N
F

E
R

E
N

C
E

 
O

N
 
C

L
O

U
D

 

C
O

M
P

U
T

IN
G

 IN
 E

M
E

R
G

IN
G

 

M
A

R
K

E
T
S

」
に
て
、
本
学
コ
ン
ピ
ュ
ー

（左） 和田亮平さん　（右） 吉田亘講師

阿部周司助教

生野壮一郎教授

董然助手

（左） 岡田麻衣子助教 （中央） 許セツトウさん

（右） 矢野和義教授

学生 ・ 教員の受賞と活動

受
　
賞

受
　
賞

ニ
ュ
ー
ス

受
　
賞

Ｂ
Ｓ

Ｂ
Ｓ

ＢＳ ： 応用生物学部 ＤＳ ： デザイン学部

ＣＳ ： コンピュータサイエンス学部 ＨＳ ： 医療保健学部

ＬＡ ： 教養学環

ＧＳ ： 大学院

ＭＳ ： メディア学部

ＥＳ ： 工学部

Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｓ
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「
第
12
回
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子

学
生
発
表
会
」で
準
優
秀
賞
を
受
賞

12
月
5
日
、
6
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
12
回
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王

子
学
生
発
表
会
」
で
、
工
学
部
機
械

工
学
科
大
久
保
研
究
室
に
所
属
す
る

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
4
年
の
飯
島
貴

政
さ
ん
が
、「T

h
e S

tu
d
en

t P
roject 

S
h
ow

ca
se P

rop
osa

l - F
irst P

rize

」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
賞
は
、
学
部
学

生
を
対
象
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
分
野
に
お

け
る
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
最
優
秀
賞
に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

IK
on

ta
in

er

は
、S

id
eca

r

パ
タ
ー

ン
を
用
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス

上
で
の
同
一
Ｉ
Ｐ
の
コ
ン
テ
ナ
の
判
別

を
可
能
に
す
る
技
術
で
す
。
こ
の
技
術

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ナ
が
、
ス

ケ
ー
ル
さ
れ
レ
プ
リ
カ
が
あ
る
環
境
に

お
い
て
で
も
ID
を
用
い
て
コ
ン
テ
ナ
を

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

「
今
回IE

E
E

 C
C

E
M

2
0
2
0

で
多

く
の
論
文
の
中
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
枠
だ
け
で
な
く
最
優
秀
賞
を

い
た
だ
け
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
初
め
て
の
英
語
論
文
、
英
語
発
表

で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
結
果
に
残
す
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
次
回
は

ジ
ャ
ー
ナ
ル
掲
載
を
目
指
し
て
論
文
執

筆
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」

飯島貴政さん

一
般
社
団
法
人
画
像
電
子
学
会
が
フ
ェ

ロ
ー
称
号
を
授
与

「Ad
o
b
e
 S

to
ck

 S
tu

d
e
n
t C

h
a
lle

n
g
e

」

で
ト
レ
ン
ド
賞
を
受
賞

柿
本
正
憲
メ
デ
ィ
ア
学
部
長
が
、
一

般
社
団
法
人
画
像
電
子
学
会
総
会
に
お

い
て
、
２
０
１
９
年
度
画
像
電
子
学
会

フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
フ
ェ
ロ
ー
称
号
は
、
画
像
電
子

分
野
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
な
貢
献
・

功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
会
員
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

柿
本
学
部
長
は
「
視
覚
効
果
レ
ン
ダ

リ
ン
グ
の
先
駆
的
研
究
と
学
会
貢
献
」

が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
に

至
り
ま
し
た
。

ア
ド
ビ
株
式
会
社
主
催
「A

d
ob

e 

S
tu

d
en

t C
h
a
llen

g
e 2

0
2
0

」

で

メ

デ
ィ
ア
学
部
３
年
の
渡
邊
瑛
人
さ
ん
、

菅
沼
篤
人
さ
ん
が
ト
レ
ン
ド
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
大
学
生
、
短
大

生
、
専
門
学
校
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
、
世
界
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
４
つ

柿本正憲学部長 ・ 教授

（左） 渡邊瑛人さん （右） 【トレンド賞】 「世代を超えた思い出」

（左） 菅沼篤人さん （右） 【トレンド賞】 「日本人 ・ 女性 ・ モデル」

ニ
ュ
ー
ス

受
　
賞

の
ト
レ
ン
ド
「A

ll A
g
es W

elcom
e

」

「E
x
p

r
e
s
s
 
Y

o
u

r
s
e
lf

」
「F

r
o
m

 

M
e
 to

 W
e

」
「M

a
k
e
u
p
 is N

o
t a

 

M
a
sk

」
の
い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
ア
ド
ビ
の

ス
ト
ッ
ク
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
「A

d
ob

e 

S
tock

」
上
で
募
集
し
、
優
秀
賞
を
選

考
す
る
も
の
で
す
。
合
計
１
１
３
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
ト
レ
ン

ド
賞
９
名
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
名
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

渡
邊
さ
ん
と
菅
沼
さ
ん
は
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
し
た
学
生
の
中
か
ら
代
表
と

し
て
、
ア
ド
ビ
株
式
会
社
が
開
催
す

る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「A

d
ob

e M
A

X
 

2
0
2
0

」
で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
登
壇
し
ま
し
た
。

「
日
本
学
生
の
『
創
造
性
』
へ
の
取

り
組
み
を
テ
ー
マ
」
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
リ
ア
ル
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る

状
況
の
中
、A

d
ob

e S
tock

を
活
用
し

て
世
界
に
作
品
を
発
信
す
る
学
生
の
事

例
と
し
て
渡
邊
さ
ん
と
菅
沼
さ
ん
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
d
ob

e M
a
x

は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
分
野
で
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
講
演
な
ど
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
の
技
術
を
学
べ
る
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
で
、
本
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
世
界
同
時
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

C
L
A

W
A

R
2
0
2
0

で

C
L

A
W

A
R

 A
s
s
o
c
ia

tio
n

 B
e
s
t 

T
e
c
h

n
ic

a
l P

a
p
e
r A

w
a
rd

 

を
受
賞

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
「
官
民
に
よ
る
若
手
研
究
者

発
掘
支
援
事
業
」に
採
択

８
月
24
日
～
26
日
に
モ
ス
ク
ワ
で

開
か
れ
た
国
際
会
議(

バ
ー
チ
ャ
ル
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス)2

3
rd

 In
tern

ation
al 

C
o
n

fe
re

n
c
e
 
o
n

 
C

lim
b
in

g
 
a
n

d
 

W
a
lk

in
g
 R

ob
ots a

n
d
 th

e S
u
p
p
ort 

T
ech

n
olog

ies for M
ob

ile M
a
ch

in
es 

で
、
佘
錦
華
工
学
部
機
械
工
学
科
教

授
と
他
大
学
の
研
究
者
の
研
究
チ
ー

ム
で
行
っ
た
研
究
内
容
を
連
名
で
ま

と
め
て
発
表
し
た
論
文
がC

L
A

W
A

R
 

A
ssocia

tion
 B

est T
ech

n
ica

l P
a
p
er 

A
w

ard

を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
久
保
友
雅
工
学
部
機
械
工
学
科
准

教
授
の
研
究
テ
ー
マ
「
レ
ー
ザ
加
熱
に

よ
る
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
超
高
温
高
速
熱
疲
労
試

験
法
の
開
発
」
が
、
国
立
研
究
開
発
法

人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構(

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ)

の
「
官
民
に
よ

る
若
手
研
究
者
発
掘
支
援
事
業
」
の

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ー
ズ
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
開
発
で
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

複
合
材
料(

Ｃ
Ｍ
Ｃ)

の
超
高
温
試
験

を
行
う
た
め
の
新
し
い
加
熱
方
法
と
し

て
レ
ー
ザ
加
熱
方
法
に
最
新
の
Ａ
Ｉ
技

術
を
応
用
し
、
世
界
的
に
も
不
可
能
で

あ
っ
た
レ
ー
ザ
急
速
加
熱
や
、
均
一
加

熱
を
実
現
し
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
力
学
特
性
評

価
に
貢
献
で
き
る
技
術
開
発
を
目
指
し

ま
す
。

受
　
賞

ニ
ュ
ー
ス

佘 錦華教授

大久保友雅准教授

受
　
賞

Ｅ
Ｓ

Ｍ
Ｓ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
Ｓ

Ｅ
Ｓ
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デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生
が
「
第
16
回
Ａ
Ｃ

ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」で
入
賞

佘
錦
華
教
授
が
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ　

Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

に
選
出

公
益
信
託
臨
床
検
査
医
学
研
究
振
興
基

金
よ
り
「小
酒
井
望
賞
」を
受
賞

第
一
回
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病
医
学
会

年
次
学
術
集
会
で
「優
秀
演
題
賞
」受
賞

公
益
社
団
法
人
日
本
臨
床
検
査
同
学
院

よ
り
「緒
方
富
雄
賞
」を
受
賞

落
合
浩
太
郎
教
授
が
監
修
し
た
『
近
現

代
ス
パ
イ
の
作
法
』が
出
版
さ
れ
る

須
田
拓
馬
講
師
が
執
筆
に
参
加
し
た
共

同
研
究
論
文
がn

a
tu

re
 a

s
tro

n
o
m

y

よ
り
出
版
さ
れ
る

In
stitu

te
 
o
f 

E
le

c
tr

ic
a
l 

a
n

d
 

E
lectro

n
ics E

n
g
in

eers (IE
E

E
)

の

Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
に
佘
錦
華
工
学
部
機
械

工
学
科
教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
本
部
を

置
く
電
気
・
情
報
工
学
分
野
の
学
術
研

究
団
体
、
技
術
標
準
化
機
関
で
あ
り
、

会
員
が
40
万
人
を
超
え
、
世
界
１
６
０

か
国
に
分
布
し
て
い
る
世
界
最
大
規
模

の
学
会
で
す
。
今
回
、
佘
教
授
が
選
出

さ
れ
た
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
は
、

投
票
権
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
０
・
１
％

と
い
う
、
当
該
分
野
で
顕
著
な
業
績
を

達
成
し
た
限
ら
れ
た
人
に
与
え
ら
れ
る

称
号
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
冶
金
プ
ロ

セ
ス
の
知
能
制
御
に
関
す
る
佘
教
授
の

貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
選
出
と
な
り
ま

し
た
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
公
益
信
託
臨
床
検

査
医
学
研
究
振
興
基
金
の
授
賞
式
に
お

い
て
、
細
萱
茂
実
医
療
保
健
学
部
臨
床

検
査
学
科
教
授
が
「
小
酒
井
望
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

公
益
信
託
臨
床
検
査
医
学
研
究
振
興

基
金
は
、
臨
床
病
理
学
に
お
け
る
若
手

の
研
究
者
育
成
を
目
的
に
研
究
奨
励
金

を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
奨
励
金
を
授

与
さ
れ
た
後
5
年
間
に
わ
た
っ
て
活
発

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
の
渡

部
祥
輝
助
教
が
、
第
一
回
日
本
フ
ッ
ト

ケ
ア
・
足
病
医
学
会
年
次
学
術
集
会
に

昨
年
11
月
29
日
に
栗
原
由
利
子
医
療

保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
教
授
が
、
公

益
社
団
法
人
日
本
臨
床
検
査
同
学
院
よ

り
「
緒
方
富
雄
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
「
緒
方
富
雄
賞
」
は
臨
床
検
査

領
域
の
技
術
・
教
育
を
通
じ
て
医
療
の

発
展
に
著
し
く
貢
献
し
た
、
臨
床
検
査

技
師
あ
る
い
は
衛
生
検
査
技
師
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

栗
原
教
授
は
、
発
表
し
た
研
究
「
M

タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
に
関
す
る

研
究
お
よ
び
臨
床
検
査
領
域
に
お
け
る

教
育
活
動
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の

度
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

須
田
拓
馬
教
養
学
環
講
師
が
執
筆

に
参
加
し
た
共
同
研
究
論
文
『M

ost 

lith
iu

m
-rich

 low
-m

ass evolved
 stars 

re
v
e
a
le

d
 a

s re
d
 clu

m
p
 sta

rs b
y 

asteroseism
olog

y an
d
 sp

ectroscop
y

』

がn
a
tu

re a
stron

om
y

よ
り
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

受
　
賞

ニ
ュ
ー
ス

受
　
賞

受
　
賞

受
　
賞

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

細萱茂実教授

落合浩太郎教授
須田拓馬講師

（左）　栗原由利子教授

公
益
社
団
法
人
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
が
主

催
し
た
「
第
16
回
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
広
告

学
生
賞
」
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
部
門
で
、
本

学
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生
が
3
名
入
賞

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生

賞
と
は
、
若
い
世
代
が
広
告
制
作
を

通
し
て
公
共
広
告
へ
の
理
解
を
深
め
、

「
公
」
へ
の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
２
０
０
５
年
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
学
生
な
ら
で
は
の
自
由
な
視

点
や
発
想
が
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
部

門
で
36
校
が
参
加
し
、
応
募
総
数
は

２
８
３
作
品
で
し
た
。

「
審
査
員
特
別
賞
」
作
品
名
「
日
常
に

あ
る
不
登
校
」
テ
ー
マ
「
不
登
校
」
制

作
者
名 

本
間
拓
光(

２
年)

、
指
導
教
員 

大
西
景
太
講
師
、
尾
道
幸
治
兼
任
講
師

「
優
秀
賞
」
作
品
名
「
彼
ら
の
ヒ
ミ

ツ
、
わ
か
り
ま
す
か
？
」
テ
ー
マ
「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
」
制
作
者
名 

柴

田
梨
沙
子(

３
年)

、
指
導
教
員 

大
西
景

太
講
師
、
尾
道
幸
治
兼
任
講
師

「
優
秀
賞
」
作
品
名
「
始
ま
ら
な
い
」

テ
ー
マ
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
制
作
者
名 

辻
文
翔(

２
年)

、
指
導
教
員 

大
西
景
太

講
師
、
尾
道
幸
治
兼
任
講
師

落
合
浩
太
郎
教
養
学
環
教
授
が
監
修

し
た
『
近
現
代
ス
パ
イ
の
作
法
』
が
株

式
会
社
ジ
ー
・
ビ
ー
よ
り
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
落
合
教
授
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
（
諜
報
）
を
研
究
テ
ー
マ
の
１
つ
と

し
て
お
り
、
他
に
『
Ｃ
Ｉ
Ａ
失
敗
の
研

究
』
文
藝
春
秋
、『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
な
き
国
家
は
滅
ぶ
』
亜
紀
書
房
な
ど

の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

お
い
て
「
優
秀
演
題
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。「
優
秀
演
題
賞
」
は
全
発
表
演

題
の
な
か
で
優
秀
な
演
題
に
与
え
ら
れ

る
賞
に
な
り
ま
す
。
尚
、
同
学
会
に
お

い
て
、
医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科

の
田
村
将
希
さ
ん(

４
年)

、
横
山
航
太

さ
ん(

４
年)

、森
川
ほ
の
か
さ
ん(

４
年)

も
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病
医
学
会
は
、

足
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
疾
患(

足
病)

に
携
わ
る
専
門
職
種
・
業
界
が
結
集
し
、

足
病
に
対
す
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
予
防
、

診
断
、
治
療
、
教
育
、
研
究
お
よ
び
技

術
の
向
上
や
標
準
化
を
図
り
、
当
該
分

野
に
お
け
る
医
療
を
確
立
・
普
及
さ
せ
、

専
門
的
知
識
の
啓
発
お
よ
び
学
術
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

中
尾
根
美
樹
さ
ん(

４
年)

と
工
学
部

応
用
化
学
科
上
野
聡
研
究
室
の
石
原

怜
依
さ
ん(

４
年)

が
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
行
い
、
準
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

な
研
究
を
継
続
、
顕
著
な
研
究
成
果
を

あ
げ
た
研
究
者
に
「
小
酒
井
望
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。

中尾根美樹さん

石原怜依さん

Ｅ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｈ
Ｓ

Ｌ
Ａ

Ｌ
Ａ

学生 ・ 教員の受賞と活動

ＢＳ ： 応用生物学部 ＤＳ ： デザイン学部

ＣＳ ： コンピュータサイエンス学部 ＨＳ ： 医療保健学部

ＬＡ ： 教養学環

ＧＳ ： 大学院

ＭＳ ： メディア学部

ＥＳ ： 工学部
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バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
の
学
生
が
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
に
内
定

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
学
生

が
ヤ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
賞
を
受
賞

大
学
院
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
博
士
後

期
課
程
2
年
の
髙
夏
海
さ
ん
（
担
当
教

員 

吉
田
亘
講
師
）
が
、
２
０
２
１
年

4
月
よ
り
日
本
学
術
振
興
会
の
特
別
研

究
員
Ｄ
Ｃ
２
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
内

定
し
ま
し
た
。

特
別
研
究
員
制
度
は
優
れ
た
若
手
研

究
者
に
、
自
由
な
発
想
の
も
と
に
主
体

的
に
研
究
課
題
等
を
選
び
な
が
ら
研
究

に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
の
学
術
研
究
の
将
来
を
担
う

研
究
者
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。
特
別

研
究
員
に
は
研
究
奨
励
金
と
研
究
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

髙
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
2
報
の
学
術

論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研

究
業
績
と
今
後
の
研
究
計
画
が
高
く
評

価
さ
れ
、
特
別
研
究
員
に
採
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
分
散
、
協
調
と

モ
バ
イ
ル(

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
２
０
２
０)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
て
、
大
学
院
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
2
年

の
鈴
木
友
哉
さ
ん
が
「
ヤ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
２
０
２
０
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

ニ
ュ
ー
ス

受
　
賞

オンライン発表を行う鈴木友哉さん

メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
学
生
が

「SIG
N

A
T

E
 S

tu
d
e
n
t C

u
p
2
0
2
0

」

で
3
位
に
入
賞

令
和
2
年
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
支

援
事
業
「
産
学
連
携
合
同
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談

会
」へ
の
参
加

昨
年
8
月
に
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
と

呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
テ
ィ
ス
ト

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た

「S
IG

N
A

T
E

 S
tu

d
e
n
t C

u
p
2
0
2
0

」

に
お
い
て
、
柴
田
研
究
室
所
属
大
学
院

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士

1
年
の
町
田
秀
輔
さ
ん
と
修
士
2
年
の

守
屋
俊
さ
ん
が
3
位
に
入
賞
し
、
賞
金

3
万
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。

本
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
学
生
限
定

で
行
わ
れ
、
主
な
参
加
者
は
日
本
全
国

の
大
学
、
大
学
院
生
と
な
っ
て
お
り
、

参
加
者
は
４
５
８
名
で
し
た
。

町
田
さ
ん
と
守
屋
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
今
回
、
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
は
深
層

学
習
の
技
術
を
用
い
て
入
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
Ｒ
ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
ａ
と

受
　
賞

ニ
ュ
ー
ス

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
が
主
催

す
る
、
多
摩
地
域
を
中
心
と
し
た
中
小

企
業
と
の
技
術
連
携
や
共
同
開
発
を
目

指
し
た
産
学
連
携
・
交
流
の
た
め
の

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談
会
」
に
参
加
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
2
月
・
3
月
に
行
わ
れ
、

本
学
か
ら
は
工
学
部
機
械
工
学
科
の
佘

錦
華
教
授
、
電
気
電
子
工
学
科
の
天
野

直
紀
准
教
授
と
、
東
京
工
科
大
学
人
工

知
能
研
究
会
Ａ
Ｉ
研
究
会
委
員
長
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
石
畑

宏
明
教
授
が
参
加
し
、
事
前
に
プ
レ
ゼ

ン
用
の
紹
介
動
画
を
多
摩
地
域
の
中
小

企
業
に
視
聴
し
て
も
ら
い
希
望
に
よ
り

個
別
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談
を
行
い
ま
す
。

第
3
回
「
Ｃ
Ｍ
Ｃ(
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
複
合

材
料)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
報
告

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
お
け
る
革
新
的
技
術
の
国
際
共
同
研

究
開
発
事
業
に
採
択
さ
れ
る

第
3
回
Ｃ
Ｍ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
令

和
2
年
12
月
2
日
、
東
京
工
科
大
学
主

催
、
経
済
産
業
省
、
内
閣
府
、
文
部
科

学
省
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
、
日
本
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
お
よ
び
日
本
フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
の
後
援
、
株
式

会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
川
崎
重
工
業
株
式
会
社

お
よ
び
三
菱
重
工
航
空
エ
ン
ジ
ン
株
式

Ｃ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
研
究
を
行
っ

て
い
る
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
複
合
材
料

(

Ｃ
Ｍ
Ｃ)

の
信
頼
性
保
証
技
術
開
発 

R
eliab

ility A
ssessm

en
t M

eth
od

ology 

fo
r A

d
v
a
n
ce

d
 C

e
ra

m
ic M

a
trix 

C
om

posites(C
M

C
s)

」
が
国
立
研
究
開

発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構(

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ)

の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
革
新
的
技

術
の
国
際
共
同
研
究
開
発
事
業
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
開
発
で
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

複
合
材
料(

Ｃ
Ｍ
Ｃ)

の
最
大
の
特
徴
で

あ
る
損
傷
許
容
性
を
活
か
し
て
使
用
す

る
た
め
の
信
頼
性
保
証
の
新
手
法
を
日

本
主
導
で
開
発
し
ま
す
。

本
学
は
株
式
会
社
超
高
温
材
料
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー(

Ｊ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｍ)

お
よ

び
一
般
社
団
法
人
日
本
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
協
会(

Ｊ
Ｆ
Ｃ
Ａ)

と
と
も

に
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
を
中
核
機

関
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
内
の
大
学
、

研
究
所
、
企
業
等
の
主
要
研
究
開
発
機

関
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校(

Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ)

を
中
核
と
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内

の
主
要
研
究
機
関
と
の
国
際
共
同
研
究

に
よ
り
Ｃ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
て

い
る
信
頼
性
保
証
手
法
に
関
す
る
研
究

成
果
を
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
方
法
へ

と
発
展
さ
せ
、
世
界
標
準
化
を
目
指
し

ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

会
社
の
協
賛
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
後
援
、
協
賛
い
た
だ

き
ま
し
た
各
機
関
に
御
礼
い
た
し
ま

す
。

シンポジウムの様子

当
日
は
、
政
府
・
自
治
体
の
要
請
を

充
た
し
つ
つ
展
示
会
業
界
の
徹
底
し
た

さ
ら
な
る
コ
ロ
ナ
安
全
対
策
の
も
と
、

合
計
92
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

本
学
Ｃ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長(

副
学

長
・
片
柳
研
究
所
長)

香
川
豊
教
授
の

開
催
挨
拶
お
よ
び
講
演
か
ら
始
ま
り
、

米
国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ロ
ー
ル

ス
・
ロ
イ
ス
社
の
Ｓ
・
Ｈ
ａ
ｒ
ｒ
ｉ
ｓ

氏
よ
り
「
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
技
術
課
題
の
現
状

と
今
後
の
展
望
」、
日
本
航
空
機
エ
ン

ジ
ン
協
会
技
術
開
発
部
長
の
陶
山
修
二

氏
よ
り
「
民
間
航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
の

開
発
動
向
～
過
去
・
現
在
・
未
来
～
」、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
の

松
下
智
子
氏
よ
り
「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
お
け

る
Ｃ
Ｍ
Ｃ
開
発
の
取
り
組
み
」、
そ
し

て
、
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
ギ
ガ

フ
ォ
ト
ン
社
に
よ
る
「
Ｃ
Ｍ
Ｃ
の
最
新

加
工
技
術
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

講
演
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
東
京
工
科
大
学
Ｃ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

呼
ば
れ
る
現
在
の
自
然
言
語
処
理
技
術

の
中
で
最
先
端
な
手
法
と
文
書
の
ト

ピ
ッ
ク
を
推
定
す
る
ト
ピ
ッ
ク
モ
デ
ル

と
呼
ば
れ
る
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い

る
手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ま
し

た
。」

情
報
処
理
学
会
の
研
究
会
が
主
催
し
、

「
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル 

～
人
中
心
に

全
て
が
つ
な
が
る
情
報
技
術
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
6
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
二
国
間
交
流
事
業
に
お
け
る
研

究
成
果
と
し
て
発
表
さ
れ
た
論
文
で
、

須
田
講
師
は
星
の
モ
デ
ル
計
算
と
論
文

全
体
の
議
論
に
貢
献
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｓ

Ｇ
Ｓ

Ｇ
Ｓ

研
究
所

研
究
所

研
究
所
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Ｚｏｏｍ面談の様子ハイブリッドによる企業セミナーの様子

キャリアコーオプセンター職員一同

蒲　

田

八
王
子

新
体
制
で
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン

タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
の
就
職
・

資
格
支
援
を
担
当
す
る
部
署
、「
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
コ
ー
オ
プ

教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
コ
ー
オ
プ
セ
ン

タ
ー
」
が
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
統
合

し
、
新
た
に
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン

タ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

在
学
中
の
コ
ー
オ
プ
教
育
か
ら
就
職
支

援
ま
で
の
一
貫
し
た
体
制
が
整
い
ま
し

た
。コ

ー
オ
プ
教
育
は
２
０
１
５
年
に
新

し
い
工
学
部
が
誕
生
し
た
時
に
始
ま
り

ま
し
た
。
有
給
の
企
業
実
習
を
約
2
ヶ

月
間
実
施
し
、
そ
の
中
で
学
生
は
働
く

こ
と
の
意
義
を
身
に
着
け
て
い
き
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
が
な
け
れ
ば
２
０
２
０
年
度
か

ら
工
学
部
以
外
の
応
用
生
物
学
部
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
で
も
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
計
画
に
伴
い
更
に
就
職
と
コ
ー

オ
プ
教
育
の
連
動
制
を
高
め
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
の
一
貫
し
た
運

用
に
よ
る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
多
難

な
船
出
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に

お
い
て
も
学
生
の
就
職
活
動
の
状
況
に

応
じ
て
就
職
支
援
を
行
う
事
が
で
き
ま

し
た
。

早
く
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
就

職
相
談
を
開
始
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
、
在
宅
に
て
学
生
と
の
面
談

を
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
等
様
々
な
サ
ポ
ー
ト

も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
換
え
ま
し
た
。
学

生
へ
の
情
報
提
供
は
今
ま
で
の
学
内
掲

示
か
ら
学
内
サ
イ
ト
の
充
実
や
就
職
支

援
シ
ス
テ
ム(

Ｓ-

Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
）
か
ら

の
メ
ー
ル
配
信
を
強
化
し
対
応
す
る
事

と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
か
ら
は
、
学
生
と
の
個
別
相
談

や
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
も
対
面
・
オ
ン

ラ
イ
ン
両
方
を
利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
の
実
施
を
始
め
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
3
月
卒
業
予
定
の
学
生

の
就
職
活
動
は
終
盤
に
入
っ
て
き
ま
し

た
が
、
す
で
に
２
０
２
２
年
3
月
卒
業

予
定
の
学
生
の
就
職
活
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
企
業
側
も
今
年
の
経
験
を
活

か
し
、
早
期
の
選
考
開
始
や
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
会
社

説
明
会
、
面
接
を
多
用
し
て
優
秀
な
人

材
確
保
に
動
い
て
い
ま
す
。
景
気
状
況

が
見
通
せ
な
い
中
に
お
い
て
も
優
秀
な

学
生
の
積
極
採
用
を
考
え
て
い
る
企
業

は
多
く
あ
り
ま
す
。
学
生
自
身
が
新
し

い
流
れ
に
対
応
し
行
動
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
で
は

今
後
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
・
対
面
に
よ
る
個
別

相
談
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書

添
削
、
模
擬
面
接
、
求
人
紹
介
は
も
と

よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
業
界
・

職
種
研
究
会
や
企
業
セ
ミ
ナ
ー
等
、
学

生
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
流
れ
に
対

応
し
た
様
々
な
施
策
で
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

是
非
有
効
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生

の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
就
職
活
動
と

希
望
に
合
っ
た
進
路
の
決
定
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

約
1
年
前
か
ら
感
染
が
拡
大
し
始
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、

今
年
度
の
企
業
採
用
活
動
な
ら
び
に
学

生
の
就
職
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
企
業
の
採
用
活
動
に
お
い

て
は
、
観
光
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
業
を

は
じ
め
と
し
て
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た

旺
盛
な
採
用
意
欲
が
減
少
し
、
求
人
数

の
減
少
や
採
用
を
見
送
る
企
業
も
散
見

さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
追
い
風
と
な
り
、
求
人
数
を

増
や
し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次

年
度
に
向
け
て
し
ば
ら
く
厳
し
い
状
況

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
相
談
、
履

歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、
模

擬
面
接
な
ど
、
就
職
活
動
全
般
の
支
援

を
行
う
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
毎

日
配
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
こ

れ
か
ら
開
始
す
る
学
生
や
、
活
動
し

て
い
る
が
な
か
な
か
結
果
が
出
な
い
学

生
、
文
章
作
成
や
面
接
が
苦
手
な
学
生

な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
企
業
の
採
用
活
動
お
よ
び
学
生
の
就

職
活
動

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
就
職
支
援

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
の
就
職
相
談

で
企
業
の
採
用
活
動
が
続
い
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
学
生
の
就
職
活
動
も
特

に
序
盤
戦
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
や
選
考
と
な
っ

た
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
は
活
動
し
辛

い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
3
月
卒
業
・
修
了
予
定

学
生
の
就
職
活
動
も
更
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
就
職
活
動
を
顧
み
ま
す
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
や
履
歴
書
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
、
面
接
対

策
な
ど
、
早
期
か
ら
準
備
を
進
め
た
学

生
が
志
望
度
の
高
い
就
職
を
決
め
て
い

ま
す
。
是
非
本
学
で
提
供
す
る
就
職
支

援
を
積
極
的
に
活
用
し
、
厳
し
い
状
況

下
で
も
内
定
が
得
ら
れ
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
状
況
の
中

で
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
卒
業
期
学

生
お
よ
び
２
０
２
２
年
3
月
卒
業
・
修

了
予
定
学
生
を
対
象
に
就
職
支
援
行
事

を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
い
く
つ

か
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

大学
事務局
便り
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キャリアアドバイザーとの面談の様子就職支援ナビゲーターとの就職相談

当日の様子①

当日の様子

当日の様子②

ま
た
、
東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
同
様
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
数
多
く
の
求
人
情
報
を
学
生
の
志
望

に
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
別
相
談
開
始
に
先
立
ち
、

２
０
２
０
年
11
月
に
『
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
』
を

対
面
で
行
い
、
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
概
要
や
登
録
、
今
後
の
利
用
方
法

等
に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
説
明
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
卒

業
期
の
学
生
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ン

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
学
生
を

対
象
に
、『
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
・

求
人
紹
介
フ
ェ
ア
』
を
昨
年
7
月
13
日
、

8
月
21
日
、
9
月
4
日
、
10
日
、
18
日
、

28
日
、
10
月
16
日
、
28
日
の
8
日
間
開

催
し
ま
し
た
。

時
期
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
採
用
環
境
や

求
人
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
個

別
面
談
で
志
望
す
る
業
種
・
職
種
や
今

後
の
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
す
り
合
わ

せ
等
を
行
い
、
今
後
継
続
的
に
支
援
を

行
う
べ
く
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
学
生
を

対
象
に
、『
就
活
継
続
学
生
ガ
イ
ダ
ン

ス
』
を
昨
年
11
月
4
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
就
職
活
動
継
続
中
の
学
生
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
や
今
後
の

活
動
指
針
、
業
種
や
職
種
を
広
げ
た
活

動
、
今
後
の
学
内
就
職
支
援
行
事
等
に

つ
い
て
周
知
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

は
卒
研
指
導
教
員
と
の
支
援
が
更
に
不

可
欠
に
な
る
こ
と
か
ら
、
教
員
に
も
参

加
を
促
し
、
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

前
述
の
『
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
・

求
人
紹
介
フ
ェ
ア
』
の
対
面
型
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
昨
年
12
月
9
日
、
14
日
、

21
日
の
3
日
間
、『
リ
ス
タ
ー
ト
講
座

＆
厳
選
１
０
０
社
求
人
フ
ェ
ア
』
を
学

内
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
講
座
と
求
人
紹
介
が
主

で
し
た
が
、
対
面
で
の
授
業
や
イ
ベ
ン

ト
が
徐
々
に
開
始
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ

て
、
本
求
人
フ
ェ
ア
も
学
生
が
教
室
で

直
接
企
業
の
求
人
を
選
定
で
き
る
形
式

に
変
え
、
よ
り
リ
ア
ル
な
求
人
フ
ェ
ア

オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
・
求
人
紹
介

フ
ェ
ア

就
活
継
続
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

リ
ス
タ
ー
ト
講
座
＆
厳
選
１
０
０
社
求

人
フ
ェ
ア

臨
床
検
査
学
科
業
界
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
学
生
に

と
っ
て
は
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

が
、
対
面
で
実
施
す
る
中
で
、
学
生
の

真
剣
な
表
情
や
意
欲
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
学
位
記
授
与
式
を
次
の

と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
卒
業
生
・
修
了
生
の

み
で
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
い
ま
す
。

【
日

　
程
】

２
０
２
１
年
３
月
19
日
（
金
）

【
場

　
所
】

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
…
片
柳
ア
リ
ー
ナ

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
…
体
育
館

※
保
護
者
の
皆
様
は
ご
臨
席
い
た
だ

け
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。※

今
後
、
感
染
状
況
が
大
き
く
変
化

し
た
場
合
は
、
式
典
の
実
施
形
態
を
変

更
、
あ
る
い
は
中
止
と
判
断
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
ご
自
宅
で
式
の
様
子
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昨
年
12
月
9
日
、
16
日
の
2
週
に
わ

た
り
、
臨
床
検
査
学
科
3
年
生
対
象
の

『
業
界
セ
ミ
ナ
ー
』
を
3
号
館
地
下
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
臨
床
検
査
学
科

は
医
療
保
健
学
部
の
中
で
も
多
様
な
進

路
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

9
日
は
就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
講
座
に

続
き
、
企
業
・
病
院
・
健
診
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
採
用
担
当
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
各
業
界
の
概
要
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
16
日
は
引
き
続
き
企

業
・
病
院
の
採
用
担
当
者
か
ら
講
演
い

た
だ
き
、
最
後
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
今
年
度
の
採
用
状
況
や

今
後
の
動
向
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て
等
を
周
知
し
ま

し
た
。

シ
ッ
プ
へ
の
応
募
を
控
え
た
２
０
２
２

年
3
月
卒
業
・
修
了
予
定
学
生
も
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
将
来

の
就
職
活
動
に
向
け
て
低
学
年
時
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
可
能
で
す
。
就
職
活
動
に
関
す
る
悩

み
や
相
談
が
あ
る
方
は
、
低
学
年
時
か

ら
で
も
積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

八
王
子

蒲　

田

令
和
２
年
度

「学
位
記
授
与
式

（卒
業
式
）」
日
程
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令
和
2
年
12
月
12
日
・
13
日
に
八

王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
、
蒲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
大
学
祭
「
オ
ン
ラ

イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
残
念

な
が
ら
例
年
通
り
対
面
で
の
開
催
と
は

な
ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
し
た
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
」
の
テ
ー

マ
は
「
雲
外
蒼
天
」
で
し
た
。
こ
の
言

葉
に
は
、「
目
の
前
の
試
練
も
乗
り
越

今
年
度
は
10
月
31
日〜

11
月
1
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
か
ま

た
祭
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

例
年
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る

紅
華
祭
も
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
両
実
行
委
員
が
協
力
し
、
本
学
初

と
な
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
」
が
、

12
月
6
日
～
12
月
13
日
の
７
日
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

6
日
に
、
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
参
加
い
た
だ
い
た

サ
ー
ク
ル
・
研
究
室
・
有
志
団
体
の
動

画
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
7
日〜

11
日
に
は
八
王
子
キ
ャ

ン
パ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
学
部
・
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｂ
ｒ
ｏ
主
催
に
よ
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
、
12
・
13
日
両
日

に
は
事
前
に
本
学
学
生
を
対
象
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
て
募
集
し
た
作
品
に
つ
い
て
投
票

を
行
う
フ
ォ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス

ト
、
12
日
に
は
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
実

行
委
員
企
画
に
よ
る
「
お
も
し
令
和
ラ

イ
ブ
ｉ
ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
13
日
に
は
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
サ
ー
ク
ル
、
実
行
委
員
会
企
画
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

サ
ー
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

え
れ
ば
、
快
い
青
空

が
望
め
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
今
年

は
対
面
で
の
活
動
が

制
限
さ
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
例
年
の
学
園

祭
も
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
学
生
同
士
が

つ
な
が
り
活
躍
で
き

る
場
を
作
り
た
い
と

思
い
こ
の
テ
ー
マ
に

し
ま
し
た
。

大
学
祭
の
主
な
内

容
と
し
て
は
お
笑
い

芸
人
を
招
い
て
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
の

開
催
、
研
究
室
や
各

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
動

画
な
ど
を
掲
載
し
ま

し
た
。
他
に
も
フ
ォ

ト
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

テ
ス
ト
や
動
画
掲

載
だ
け
で
は
な
く
各

サ
ー
ク
ル
か
ら
生
配

信
も
行
い
ま
し
た
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
」
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
行

委
員
会
は
、
動
画
掲
載
を
希
望
し
て
い

る
団
体
の
管
理
や
動
画
内
容
の
確
認
、

フ
ォ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
容
の
募
集
、
生

配
信
の
用
意
な
ど
様
々
な
準
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
準
備
の
甲
斐
も
あ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
を
無
事
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
問
題
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
は
次
の
大
学

祭
へ
向
け
て
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
生
が
一
致
団
結
し
て
作
り
上
げ
る
次

文
章 

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
長

Ｂ
０
１
１
８
２
３
８ 

古
川
咲
季

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
同
好
会
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
演
劇
同
好
会
に

よ
る
即
興
劇
や
台
本
読
み
な
ど
様
々
な

お
芝
居
の
生
配
信
、
漫
画
研
究
同
好
会

に
よ
る
雑
談
生
配
信
が
行
わ
れ
ま
し

た
。実

行
委
員
会
に
よ
る
企
画
と
し
て

は
、
俳
優
の
渡
邊
圭
祐
さ
ん
を
お
迎
え

し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

生
配
信
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、蒲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
声
優
さ
ん
を
お
呼
び
し
て

初
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
初

の
俳
優
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
。

約
一
時
間
に
わ
た
っ
た
配
信
は
、
コ
メ

ン
ト
欄
も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
み
に
し

て
下
さ
っ
て
い
た
視
聴
者
の
皆
様
に
無

事
に
お
届
け
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
以
上
に
委
員
が
少
な
い
中
、
そ
れ

ぞ
れ
が
協
力
し
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
功

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
ま
す
。
学

生
ら
し
い
大
学
生
活
が
送
れ
な
い
今
年

に
奮
闘
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
の
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
の
テ
ー
マ
は
「
雲

外
蒼
天
」
で
し
た
。
雲
外
蒼
天
に
は
も

と
も
と
「
目
の
前
の
試
練
も
努
力
し
て

乗
り
越
え
れ
ば
快
い
青
空
が
望
め
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

異
例
の
事
態
で
先
を
予
測
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
前
進
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中

で
、
こ
の
言
葉
は
未
来
へ
の
希
望
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
も
こ
の
言
葉

の
よ
う
に
学
生
に
寄
り
添
い
、
学
生
の

希
望
や
勇
気
の
源
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
い
た
し
ま
し

た
。今

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
Ｔ
Ｕ

Ｔ
祭
を
認
知
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う

不
安
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
50
を

超
え
る
団
体
に
参
加
し
て
頂
き
、
Ｔ
Ｕ

Ｔ
祭
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
公
開

し
た
各
参
加
団
体
の
計
66
本
の
動
画
は

３
０
０
０
を
超
え
る
総
再
生
回
数
と
な

り
、
中
で
も
ダ
ン
ス
部
Ｂ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
動
画
は
再
生
回
数
２
０
０

を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
度
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か

は
ま
だ
検
討
中
で
す
が
、
今
年
の
Ｔ
Ｕ

Ｔ
祭
を
踏
ま
え
て
、
来
年
は
よ
り
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
や
宣
伝
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭

開
催
に
向
け
て
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ど
、

全
て
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
て
尽
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
っ
た
方
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
章

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員

Ｄ
０
１
１
８
１
２
８ 

戸
田
沙
羅

Ｄ
０
１
１
９
１
０
４ 

鷺　

美
波

回
の
大
学
祭
に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
「
オ
ン
ラ
イ

ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
」
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

東
京
工
科
大
学

　

『オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｕ
Ｔ
祭
』
活
動
報
告

オンラインＴＵＴ祭の
ウェブサイトはこちら！



※ ： 特別な行事や振替授業以外は土曜日は休校

★ ： 要注意 ( 土曜日 ・ 祝日開講または振替授業実施日 )

八王子キャンパス
学位記授与式（八王子キャンパス体育館） 3月19日(金)

編入生（新入生）ガイダンス 3月22日(月)

在学生ガイダンス、健康診断
　BS：応用生物学部
　CS：コンピュータサイエンス学部
　MS：メディア学部
　ES：工学部

3月23日(火)　BS
3月24日(水)　CS
3月25日(木)　MS
3月26日(金)　ES

就職関連行事（新3年生）
アドバイザー面談（新2、3年生） 3月29日(月)

学生証受け渡し、ノートパソコン受け渡し
セットアップガイダンス 4月2日(金)

新入生・編入生ガイダンス、避難訓練 4月3日(土)・5日(月)

入学式(予定) 4月6日(火)

新入生・編入生ガイダンス、健康診断 4月7日(水)・8日(木）

新入生・編入生ガイダンス 4月9日(金)・12日(月)・13日(火)

日本学生支援機構奨学金説明会★ 4月10日(土)

授業開始 4月14日(水)

履修登録 4月19日(月)～20日(火)

履修登録確認・修正 4月21日(水)

祝日授業開講★ 4月29日(木)

創立記念日（休業日） 5月1日(土)

春期保護者会（2年生以上、個別面談） 5月15日(土)～16日(日)

スポーツ大会 5月29日(土)

補講★ 6月5日(土)

前期末試験時間割発表 7月上旬

補講★ 7月10日(土)

授業開講予備日★
（自然災害等で休講となった場合の予備日） 7月17日(土)

授業終了 7月27日(火)

前期末試験★ 7月28日(水)～8月7日(土)
(土曜日含む・最終日は予備日)

再試験 9月6日(月)～9日(木)

成績表（前期）交付 9月下旬

就職関連行事 9月24日(金)

前期学位記授与式 9月24日(金)

蒲田キャンパス
学位記授与式（蒲田キャンパスアリーナ） 3月19日(金)

2年生ガイダンス（医療保健学部・デザイン学部） 3月25日(木)

3年生ガイダンス（医療保健学部・デザイン学部）
2年生ガイダンス（デザイン研究科） 3月26日(金)

4年生ガイダンス（医療保健学部・デザイン学部）
4年生健康診断・就職関連行事
（医療保健学部・デザイン学部）
2年生健康診断・就職関連行事（デザイン研究科）

3月30日(火)

3年生健康診断・就職関連行事
（医療保健学部・デザイン学部） 3月31日(水)

2年生健康診断・就職関連行事
（医療保健学部・デザイン学部） 4月1日(木)

新入生健康診断・学生証受け渡し
（医療保健学部・デザイン学部）
新入生ガイダンス・健康診断・学生証受け渡し
（デザイン研究科・医療技術学研究科）

4月2日(金)

新入生ノートパソコン受け渡し・プレースメントテスト
（医療保健学部・デザイン学部）★ 4月3日(土)

新入生学部ガイダンス・防災訓練
（医療保健学部・デザイン学部） 4月5日(月)

入学式（予定）（蒲田キャンパスにて実施） 4月6日(火)

新入生学生生活ガイダンス
（医療保健学部・デザイン学部） 4月7日(水)

授業開始 4月8日(木)

履修登録 4月15日(木)～21日(水)

春期保護者会（学部生対象）★ 4月24日(土)

臨時休業日 4月30日(金)

創立記念日（休業日） 5月1日(土)

スポーツ大会（学部生対象）（八王子キャンパス） 5月29日(土)

補講★ 7月3日(土)

前期末試験時間割発表 7月上旬

授業開講予備日
（自然災害等で休講となった場合の振替日）★ 7月10日(土)

補講★ 7月17日(土)

授業終了 7月30日(金)

前期末試験 8月2日(月)～11日(水)

前期再試験 8月31日(火)～9月3日(金)

成績表（前期）交付 9月中旬
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2021年度前期学年暦 ・学内行事予定

八王子 蒲　田

12
月
12
日
・
13
日
に
開
催
さ
れ
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
T
U
T
祭
に
お
い
て
、
初

の
試
み
で
あ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
さ
れ
る
な
か
、
例
年
各
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
た
、紅
華
祭
・

か
ま
た
祭
に
か
わ
り
、
八
王
子
、
蒲
田

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
T
U
T
祭
と
し
て
、
大
学

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も

オ
ン
ラ
イ
ン
と
し
、
12
日
に
は
、
八
王

子
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同
に
よ
る
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

大
山
学
長
挨
拶
を
は
じ
め
、
同
窓
会

会
長
で
あ
る
、小
島
会
長
か
ら
の
挨
拶
、

抽
選
会
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
開
催
方

法
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
4
年
に
一
度
と

な
る
、
東
京
工
科
大
学
同
窓
会
理
事
・

評
議
員
の
選
挙
の
年
と
な
り
ま
す
。
同

窓
会
理
事
・
評
議
員
は
、
4
年
に
一
度

実
施
さ
れ
る
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
在
学
生
・
卒
業
生
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
時
間
や
対
面
で

会
話
す
る
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、
こ

の
状
況
を
考
慮
し
、
同
窓
会
役
員
会
で

は
選
挙
を
来
年
度
に
延
期
す
る
こ
と

と
、
立
候
補
者
の
募
集
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
東
京
工
科
大
学
同
窓
会
の
活
性
化

の
た
め
に
、
在
校
生
の
皆
様
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
選
挙

に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ
の
メ
ー
ル
を
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

な
お
、
い
ろ
は
就
職
相
談
会
も
今
年

度
の
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
次
年

度
開
催
で
き
る
よ
う
で
し
た
ら
、
在
学

生
の
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

同
窓
会
は
卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
、

在
学
生
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
同
窓
会
発
展
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
在
学
生
で

も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い
れ
ば
、

同
窓
会
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
学
務
課
学
生
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
活
動
と
し
て
は
、
S
N
S

運
営
を
し
て
お
り
、
大
学
の
様
子
や
同
窓

会
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

東
京
工
科
大
学
同
窓
会
活
動
報
告

東京工科大学同窓会
公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ
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KOUKADAI INFORMATION

２
０
２
０
年
３
月
２
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
７
３
号
）

　

～
２
０
２
１
年
１
月
５
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
８
６
号
）ま
で
を
掲
載

２
０
２
０
年
４
月
１
日

２
０
２
０
年
３
月
１
日

２
０
２
０
年
４
月
１
日

２
０
２
０
年
３
月
１
日

２
０
２
０
年
４
月
１
日

２
０
２
０
年
６
月
１
日

２
０
２
０
年
７
月
１
日

２
０
２
０
年
４
月
１
日

２
０
２
０
年
６
月
１
日 

２
０
２
０
年
６
月
１
日

２
０
２
０
年
７
月
１
日

２
０
２
０
年
９
月
１
日

２
０
２
０
年
10
月
１
日 片

柳
研
究
所
教
授

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部
学
務
課
勤
務

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
）

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
係
長

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
勤
務

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
（課
長
）

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
係
長

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課
係
長

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課
勤
務

東
京
工
科
大
学
学
長

学
長
補
佐
（再
任
）

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻
長

学
長
補
佐

副
学
長
（研
究
・企
画
担
当
）

副
学
長
（八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
）

副
学
長
（蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
）

学
生
部
長　

教
養
学
環
長
補
佐

大
学
評
議
会
委
員

メ
デ
ィ
ア
学
部
勤
務

教
養
学
環
勤
務
・メ
デ
ィ
ア
学
部
兼
務

教
養
学
環
勤
務
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
兼
務

教
養
学
環
勤
務

先
進
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
、
教
養
学
環
兼
務

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
修
士
課
程
担
当

片
柳
研
究
所
教
授

応
用
生
物
学
部
教
授

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
教
授

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授

教
養
学
環
教
授

教
養
学
環
教
授

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師

教
養
学
環
教
授

教
養
学
環
准
教
授

教
養
学
環
准
教
授

片
柳
研
究
所
講
師

応
用
生
物
学
部
教
授

助
教

准
教
授

命

命命 命

命

命命命命命命命 命命 命

命命命命命命命命命命 命

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
業
務
部
業
務
課

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課

片
柳
研
究
所
准
教
授

応
用
生
物
学
部
講
師

原
田
浩
美

清
水
裕
也

大
山
恭
弘

矢
野
和
義

竹
田
昌
弘

佐
々
木
和
郎

大
野
澄
雄

香
川　

 

豊

清
水
裕
也

青
木
陽
介

岸
田
克
明

秋
山
桂
子

加
藤
健
一

君
塚
彩
香

三
好
公
秀

芋
川
政
寛

篠
﨑
敏
明

深
川
美
桜

清
水
裕
也

梶
原
一
人

梅
田　

 

勝

佐
々
木
和
郎

加
柴
美
里

落
合
浩
太
郎

藤
澤
公
也

村
上
康
二
郎

亀
井　

 

聡

大
山
昌
彦

鈴
木
万
希
枝

安
藤
公
彦

村
上
優
子

永
瀬　

 

翠

西　

 

良
太
郎

多
田
千
尋

前
嶋
瑞
穂

中
山
紫
萌

島
村　

 

亮

来
島
佑
佳

石
津
希
代
子

髙
見
由
満
子

髙
島　

 

正

松
橋
由
美
子

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
講
師

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手

応
用
生
物
学
部
教
授

教
養
学
環
講
師

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
助
手

応
用
生
物
学
部
実
験
助
手

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
助
教

工
学
部
応
用
化
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
講
師

小
原　

 

明

小
坂
志
保

山
口
拓
允

藍
畑
麻
美

厚
澤
博
美

岸
由
香
里

吉
田
雅
紀

須
田
拓
馬

折
坂
真
理

伊
東
佐
恵

佐
藤
瑞
穂

ラ
ッ
ダ
ー
チ
ョ
ト 

サ
ワ
ラ
ッ
ク

大
西
咲
子

藤
田
隆
史

宮
首
由
美
子

安
部
美
恵
子

相
野
谷
威
雄

大
原
延
恵

応
用
生
物
学
部
准
教
授

教
養
学
環
准
教
授

デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師

デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
手

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
手

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
実
験
助
手

工
学
部
機
械
工
学
科
実
験
助
手

西　

 

良
太
郎

楠
元
洋
子

早
瀬
交
宣

篠
山
雅
美

舟
山
貴
士

加
藤
邦
拓

西
田
良
枝

董　

然

葛
西
義
哉

鈴
木
悠
太

大
作
浩
文

採　
　

用
（教　
　

員
）

採　
　

用
（職　
　

員
）

任　
　

命
（教　
　

員
）

任　
　

命
（職　
　

員
）

人
事
（
採
用
・
任
命
・
昇
格
・
退
職
）
・
訃
報

２
０
２
０
年
12
月
１
日片

柳
研
究
所
助
教

廣
嶋　

 

登

２
０
２
０
年
４
月
１
日

２
０
２
０
年
２
月
２９
日

２
０
２
０
年
３
月
１８
日

２
０
２
０
年
３
月
３１
日

教
授
に
任
ず
る

藤
澤
章
雄

相
田
紗
織

稲
葉
竹
俊

吉
田
俊
実

井
口　

 

理

安
部
美
恵
子

伊
藤
奈
々

丸
山
菜
穂
子

千
葉　

 

博

喜
多
義
弘

中
山
拓
哉

安
齋
恵
一

小
澤　

 

誠

上
川
路   

徹

矢
島　

 

卓

笹
澤
梨
奈

太
田
浩
子

近
藤
邦
雄

鶴
田
直
也

松
下
幸
子

飯
村
知
広

赤
澤
竜
太

野
村
美
紀

土
屋
文
枝

櫻
井
亜
古

竹
本
正
壽

野
条
美
貴

中
村
真
男

伊
藤　

 

潤

富
沢
真
也

千
代
倉
弘
明

大
友
邦
子

太
田
高
志

羽
田
久
一

渡
辺
大
地

昇　
　

格
（教　
　

員
）

退　
　

職
（教
員
・職
員
）

応
用
生
物
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
教

教
養
学
環
教
授

教
養
学
環
教
授

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
准
教
授

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
教

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手

応
用
生
物
学
部
実
験
助
手

医
療
保
健
学
部
臨
床
工
学
科
助
教

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
教

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
実
験
助
手

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
実
験
助
手

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
業
務
課

研
究
協
力
部
研
究
協
力
課

工
学
部
機
械
工
学
科
実
験
助
手

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
部

　
　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ア
学
部
教
授

メ
デ
ィ
ア
学
部
助
教

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授

デ
ザ
イ
ン
学
部
講
師

応
用
生
物
学
部
助
教

教
養
学
環
准
教
授

デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教

メ
デ
ィ
ア
学
部

村
上
康
二
郎

宮
元
三
恵

加
柴
美
里

教
養
学
環

デ
ザ
イ
ン
学
部

助
教
に
任
ず
る

鈴
木
晶
子

國
枝
泰
希

飯
塚
敏
子

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
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訃　
　

報

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん

で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

稲
葉　

竹
俊　

教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
３
月
１８
日
逝
去　

享
年
６１
歳

　
　

片
岡　

正
昭　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
４
月
１４
日
逝
去　

享
年
９２
歳

　
　

土
門　

齋　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
６
月
８
日
逝
去　

享
年
８９
歳

　
　

宮
下　

安
弘　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
１１
月
２９
日
逝
去　

享
年
８５
歳

　
　

五
嶋　

一
彦　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
１２
月
１６
日
逝
去　

享
年
８８
歳

昭
和
62
年
4
月
か
ら
東
京
工
科
大
学
一
般
教
養
学
系
教
授

と
し
て
勤
務
、
一
般
教
養
学
系
主
任
教
授
等
の
役
職
を
務

め
ら
れ
、
平
成
10
年
3
月
に
退
職
。
平
成
10
年
4
月
か
ら
東

京
工
科
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

昭
和
61
年
4
月
の
開
学
か
ら
東
京
工
科
大
学
工
学
部
機
械

制
御
工
学
科
教
授
と
し
て
勤
務
。
機
械
制
御
工
学
科
主
任

教
授
等
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、
平
成
13
年
3
月
に
退
職
。
平

成
13
年
4
月
か
ら
東
京
工
科
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

平
成
22
年
4
月
か
ら
東
京
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
デ
ザ

イ
ン
学
科
教
授
と
し
て
勤
務
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
を
務
め
ら

れ
、
平
成
26
年
3
月
に
退
職
。
平
成
26
年
4
月
か
ら
東
京

工
科
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

平
成
3
年
4
月
か
ら
東
京
工
科
大
学
情
報
工
学
科
教
授
と

し
て
勤
務
、
計
算
機
セ
ン
タ
ー
長
等
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、

平
成
14
年
3
月
に
退
職
。
平
成
14
年
4
月
か
ら
東
京
工
科

大
学
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

承認番号 実施学部 実験課題 実験動物種

第 A19BS-005 号 応用生物学部
アポトーシスによる退行期誘導に与える育毛薬剤の影響検討と毛

乳頭細胞の単離培養
マウス （8 匹） R2 年 3 月実施分まで

第Ａ 20BS-001 号 応用生物学部
ライ麦由来アルキルレゾルシノールの非アルコール性肝炎に対する

効果検証
マウス （25 匹） R2 年 11 月実施分まで

第Ａ 20BS-002 号 応用生物学部 腸内細菌叢改善作用を示す新規乳酸菌株の探索に関する研究 マウス （24 匹） R3 年 3 月実施分まで

第Ａ 20BS-003 号 応用生物学部 豆乳の乳酸菌発酵ろ液が腸内細菌叢に与える影響に関する研究 マウス （18 匹） R3 年 3 月実施分まで

動物実験実施状況

承認番号 実施学部 実験課題

第 19BS-006 号 応用生物学部 動物細胞を用いた有用核酸配列の評価と解析

第 19BS-007 号 応用生物学部 プラナリアの再生と組織恒常性に関する遺伝子機能の解析

第 19BS-008 号 応用生物学部 組換え脱硫菌による微生物変換

第 19BS-009 号 応用生物学部 メチル化 DNA の機能解析及び迅速 ・ 簡便なメチル化 DNA 検出方法の開発

第 19BS-010 号 応用生物学部 pHluorin を利用した と Flavobacterium sp. 由来の organophosphrous hydrolase の機能解析

第 19BS-011 号 応用生物学部 大腸菌由来のプロモーターと蛍光タンパク質を用いた環境汚染物質の測定

第 20BS-001 号 応用生物学部 機能性 RNA の配列解析と産生

第 20BS-002 号 応用生物学部 細胞増殖因子とそのシグナル伝達に関連する分子の発現

第 20BS-003 号 応用生物学部 ヒト細胞核の高次構造とゲノム DNA 恒常性維持機構のクロストークの解明

第 20BS-004 号 応用生物学部 レンチウィルス用発現ベクターの構築

第 20BS-005 号 応用生物学部 レンチウィルスを用いたノックダウン / 過剰発現実験

第 20BS-006 号 応用生物学部 DNA シーケンス解析による DNA アプタマー候補の同定

研究者名 研究テーマ 省庁等

香川豊

（片柳研究所教授）

クリーンエネルギー分野における革新的技術の国際共同研究開発事業 / 航空

エンジンの燃費改善に寄与する革新的耐熱部材にかかる信頼性 ・ 品質保証

手法の開発 / セラミック複合材料 （CMC) の信頼性保証技術開発

NEDO クリーンエネルギー分野における革新

的技術の国際共同研究開発事業

山下俊

（工学部応用化学科教授）

「木質リグニン由来次世代マテリアルの製造 ・ 利用技術等の開発」 （高強度 ・

高弾性リグニン系樹脂の開発）

農林水産省 「令和 2 年度農林水産研究推進

事業委託プロジェクト研究」 （森林総研）

山下俊

（工学部応用化学科教授）
林業分野における新技術推進対策のうち木質新素材による新産業創出事業 林野庁 （（株） リグノマテリア）

原賢二

（工学部応用化学科教授）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発

事業 / 水素利用等高度化先端技術開発 / 超高電位を目指した酸化物カソード

の開発 ・ 超機能発現のための表面 / 界面解析制御

NEDO 燃料電池等利用の飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型産学官連携研究開発事業

大久保友雅

（工学部機械工学科准教授）
レーザ加熱による CMC の超高温高速熱疲労試験法の開発

NEDO 官民による若手研究者発掘支援事業

／マッチングサポートフェーズ

遺伝子組換え実験実施状況

外部研究費関連

公的資金 （各省庁等の助成事業）

２
０
２
０
年
６
月
３０
日

２
０
２
０
年
12
月
31
日

七
丈
直
弘

恒
川
友
紀

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
助
手
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KOUKADAI INFORMATION

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

新学術領域研究（研究領域提案型） 岡田麻衣子 （応用生物学部助教） ユビキチン鎖種特異的な高感度アプタマーアレイの開発

基盤研究 (B) （特設分野研究） 榎本美香 （メディア学部准教授）
祭りの伝承における共同体 〈心体知〉 の体現から生まれる共在感覚の

解明

基盤研究 (B)( 一般 ) 友利幸之介 （医療保健学部作業療法学科准教授）
リハビリテーションにおける活動と参加レベルの行動変容を促す目標設

定アプリの開発

基盤研究 (C)( 一般 ) 今井信二郎 （応用生物学部教授） 健康寿命を延伸する機能性食品成分の効果検証

岩下志乃 （コンピュータサイエンス学部准教授）
雑談対話システムへの個性の付与とそのコミュニケーションへの影響に

ついて

加柴美里 （教養学環教授） ミトコンドリア呼吸鎖超複合体へのコエンザイム Q10 輸送機構の解明

金光永煥 （コンピュータサイエンス学部講師）
クラウド間連携と仮想化ファンクション集約による計算資源の有効利用に

関する研究

黒川弘章 （工学部電気電子工学科教授） 入れ子構造を持つ粒子群最適化を用いた分岐解析アルゴリズムの高速化

清水潤 （医療保健学部理学療法学科教授）
炎症性筋疾患における免疫チェックポイント分子とマクロファージの役割

に関する検討

苗村潔 （医療保健学部臨床工学科教授）
血液透析の血管像とシャント音の自動計測とウェアラブル穿刺支援デバ

イスの開発

望月良美 （医療保健学部看護学科講師） 産後腱鞘炎予防のための看護介入プログラムの開発と評価

森本樹 （工学部応用化学科准教授） C2 化合物を生成する光触媒反応系の開発

野嶽勇一 （応用生物学部教授）
豆乳の乳酸菌発酵ろ液が示す非アルコール性脂肪性肝炎 （NASH） 改

善作用の解析

羽田久一 （メディア学部教授） 環境からの風覚刺激による VR 体験の強化

矢野和義 （応用生物学部教授） 蛍光増強のためのナノ積層構造を有した高感度バイオチップの創製

若手研究 大野勘太 ( 医療保健学部作業療法学科助教）
カナダ作業遂行測定 (COPM) の測定精度向上ならびに MCID の推定

に関する研究

笠井亮佑 （医療保健学部臨床工学科助教）
バーチャルリアリティを活用した生理学的神経活動に基づく体性痛緩和

の定量的評価

伏見卓恭 （コンピュータサイエンス学部助教） 潜在的スポットへの回遊を考慮した観光行動促進に関する研究

研究活動スタート支援 太箸俊宏 （医療保健学部理学療法学科助教） 全国の市区町村における訪問リハビリテーションの需要と供給体制

特別研究員奨励費 ( 外国人 ) 大山恭弘 （工学部機械工学科教授）
ソーシャルビッグデータに基づく影響最大化アルゴリズムと推奨応用に関

する研究

佘錦華 （工学部機械工学科教授） 永久磁石同期電動機の磁場消失の故障診断と耐故障制御

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

新学術領域 ( 研究領域提案型 ) 原賢二 （工学部応用化学科教授） 固体表面上における金属錯体の精密固定化による高機能化触媒の創製

基盤研究 (A) （海外学術調査） 江頭靖幸 （工学部応用化学科教授）
耐塩性蒸散促進樹種と耕作放棄農地を利用した塩害 ・ 湛水害対策用の

植林システムの構築

基盤研究 (B) （一般） 暮沢剛巳 （デザイン学部教授） 万国博覧会に見る 「日本」 -- 芸術 ・ メディアの視点による国際比較

基盤研究 （C） （一般） 井上亮文 （コンピュータサイエンス学部准教授）
プレイヤーのゲーム体験を向上させる立体形状入出力インタフェースの

開発と評価

宇田隆哉 （コンピュータサイエンス学部講師） 機械学習による誤りが引き起こす情報セキュリティ問題に関する研究

浦瀬太郎 （応用生物学部教授）
臨床上注意を要する薬剤耐性菌 ・ 耐性遺伝子の都市用排水システムで

の挙動

遠藤泰志 （応用生物学部教授） 水晶振動子マイクロバランス法による食用油脂の品質評価

太田高志 （メディア学部教授）
物理的なメタファーによる複数のモバイルデバイスの連携を利用したコン

テンツデザイン

岡崎充宏 （医療保健学部臨床検査学科教授）
環境及び院内由来薬剤耐性菌における MLST 解析を指標とした包括的

監視体制の構築

越智景子 （メディア学部助教） 携帯情報端末を使った吃音治療の支援と音響特徴の分析の研究

香川豊 （片柳研究所教授）
酸化物系耐環境コーティングの SiC/SiC 基材からの耐剥離特性の定量

評価技術

加藤輝 （応用生物学部教授） 酸化剤を用いた DNA メチル化率のピンポイント解析法の開発

菊池眞之 （コンピュータサイエンス学部講師）
脳の視覚情報処理機構を考慮した深層畳込みニューラルネットワークの

研究

木村康男 （工学部電気電子工学科教授） 陽極酸化自立膜型集積化高感度ガスセンサ

日下さと美 （医療保健学部理学療法学科講師）
高齢者にとって疲労の少ない水運搬方法の探索と新たな非常用給水袋

などの開発

酒井弘美 （医療保健学部作業療法学科教授） 脳卒中片麻痺に対するスティック型簡易上肢機能訓練機器の開発

科学研究費助成事業採択課題一覧 （新規課題）

科学研究費助成事業採択課題一覧 （継続課題）
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研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (C) （一般） 安藤公彦 （片柳研究所講師）
ディープラーニングを用いた教育ビックデータ解析による要ケア学生の早期抽出の実

践

石畑宏明 （コンピュータサイエンス学部教授） コンピュータエンジニアリング系科目を対象にしたアジャイル講義環境の研究

榎本みのり （医療保健学部臨床検査学科講師） クロノタイプ別睡眠負債解消の機能解明

松永信介 （メディア学部教授） KABC- Ⅱを特性因子に加味した算数困難ろう児への算術学習支援 AHS の構築

森本千佳子 （コンピュータサイエンス学部准教授） ICT プロジェクトの開発プロセスとチーム形成段階の関係に関する研究

挑戦的萌芽研究 野澤美江子 （医療保健学部看護学科教授） 現代社会が求める生殖看護にかかわる看護師のコンピテンシーモデルの創生

若手研究 (B) 浅海くるみ （医療保健学部看護学科助教）
外来化学療法を受ける再発乳がん患者の多重症状の緩和に向けた看護プログラム

の開発

科学研究費助成事業採択課題一覧 （延長課題）

研究種目 研究代表者 （所属） 研究科題名

基盤研究 (C) （一般） 酒百宏一 （デザイン学部教授） 地域資源を活かした新たな地域振興と芸術表現のかたち

澤田辰徳 （医療保健学部作業療法学科准教授）
高次脳機能 ・ VR ・ 実車評価の複合による認知機能障害者の多角的運転能力評価

の開発

柴田千尋 （コンピュータサイエンス学部講師） 深層学習における内部状態の統計的手法による表現と新しい学習手法の構築

澁谷恵子 （医療保健学部看護学科教授） 男子看護学生の看護技術教育プログラム開発

菅原仁 （医療保健学部理学療法学科教授） 速筋線維を標的とした短期間 ・ 低強度レジスタンストレーニング法の開発

高橋昌男 （工学部応用化学科教授）
電気化学的酸化法による次世代電子デバイスに応用可能な絶縁体薄膜低温創製法

の開発

竹島由里子 （メディア学部教授） 微分位相解析に基づく高度可視化環境の開発

陳淑梅 （教養学環教授） 中国語発音改善法の提案とそれに基づく発音学習システムの構築と検証

十島純子 （医療保健学部理学療法学科教授） GPCR の細胞内輸送による活性調節機構の解明

新山真奈美 （医療保健学部看護学科准教授） 若年性認知症者の就労支援に関する研究

古井光明 （工学部機械工学科教授）
マグネシウムパイプの曲げ半径極小化を実現するねじり ・ ねじり戻し加工プロセスの

開発

松井徹 （応用生物学部教授）
脱硫菌と PAH 分解菌による芳香族縮合型複素環化合物分解マトリックス構築と環

境浄化

松永真由美 （工学部電気電子工学科准教授）
クロスループ構造による零位相分散特性の実現と偏波 ・ 周波数が変化するアンテナ

開発

三上あかね （医療保健学部臨床検査学科講師）
細胞内多標的分子計測技術の開発及びこれを用いた糖化の腫瘍細胞へ及ぼす影響

の解析

三上浩司 （メディア学部教授）
広視野角 VR ゲームコンテンツのための注視範囲を考慮したゲームアクションデザイ

ン

村上優子 （応用生物学部教授） 合成致死に基づいた BAP1 変異がんにおける細胞増殖機構の分子基盤の確立

吉田亘 （応用生物学部講師） 1 細胞メチル化 DNA 検出法の開発と血中循環腫瘍細胞の簡易検出法への展開

若手研究 (B) 奥橋佑基 （医療保健学部臨床検査学科助教） Notch シグナルによる白血病細胞増殖機構の解明

研究活動スタート支援 國枝泰希 （医療保健学部臨床検査学科助教） 若年層における食後高血糖の実態解析

中西昭仁 （応用生物学部助教） 緑藻を利用した二酸化炭素から有用物質への直接的生産プラットフｫームの構築

特別研究員奨励費

（外国人）
福島 E. 文彦 （工学部機械工学科教授） 磁気軸受の高効率化と振動除去を目指したロバスト制御系の構築

主要日誌

2月 12日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「大学における就職支援について」を開催

19日（水） 福島県と「UIJターン就職支援に関する協定」を締結

3月 4日（水） 宮崎県と「UIJターン就職支援に関する協定」を締結

5月 13日（水）
全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）

「2020年度片柳学園運営方針について」、「2020年度大学運営方針について 」の資料、動画の公開

6月 17日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「2020年度基本方針について」を開催

7月 15日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「科研費・外部資金獲得のための取り組み」を開催

9月 10日（木） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「オンライン授業の作り方」を開催

10月 14日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「学生のメンタルヘルスケアについて」を開催

11月 11日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「研究倫理・コンプライアンス研修会」を開催

12月 9日（水） 全学教職員会　（教職員のFD・SD活動）　「ハラスメント対策研修」を開催

21日（月） 長野県と「UIJターン就職促進に関する協定」を締結
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も
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に

行
い
、
昨
年
度
の
学
園
祭
や
文
化
部
合

同
展
示
会
に
は
多
く
の
方
に
来
場
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、
カ

メ
ラ
の
基
礎
知
識
や
構
図
を
学
び
ま
し

た
。今

後
は
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ

と
も
視
野
に
入
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な
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フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
で
は

「
誰
も
が

楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
か
ら

経
験
者
ま
で
幅
広
い
所
属
者
の
中
で
全

員
に
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
対
等
に
チ
ー
ム
を
構
成
し
試

合
形
式
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

夏
に
は
合
宿
を
行
い
、
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
花
火
・
川
遊
び
な
ど

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
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ま

す
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れ
以
外
に
も

「
か
ま
た
祭
」
に
参

加
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た
り
と
、
普
段
の
サ
ー
ク
ル
活
動

以
外
に
も
、
男
女
問
わ
ず
学
年
、
学
科

を
超
え
て
交
友
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
他
大
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サ
ー
ク
ル
や
専
門
学
校
と
練
習
試
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せ
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だ
き
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フ
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し
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い
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績
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わ
た
く
し
た
ち
総
合
創
作
部
は
今

回
、
ヨ
ド
バ
シ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
有
隣

堂
さ
ま
と

「
S
T
O
R
Y 

C
A
F
E
」

と
い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
を

２
０
２
０
年
11
月
20
日
～
12
月
9
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
以
前
は
未
購
入
の
本

を
持
ち
込
ん
で
カ
フ
ェ
で
読
書
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
現
在
は
本
の
持
ち
込
み
が
出
来
な
く

な
り
、
本
屋
と
カ
フ
ェ
が
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
し
ま
っ
た
状
況
を
ど
う
に
か
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
カ
フ
ェ
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
部
員
が
先
方

か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
企

画
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

企
画
の
内
容
を
お
任
せ
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
テ
ー
マ
を

『
時

間
』、
～
時
の
溜
り
場
・あ
な
た
と
紡
ぐ
、

時
間
を
紡
ぐ
～
と
う
い
う
内
容
で
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

S
T
O
R
Y 

C
A
F
E
さ
ん
と
総
合

創
作
部
の
コ
ラ
ボ
を
盛
り
上
げ
た
い
一

心
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
が
全
く

で
き
な
い
中
、
「
遠
隔
で
も
サ
ー
ク
ル

活
動
が
で
き
な
い
か
」
と
試
行
錯
誤

し
、
な
ん
と
か
今
回
の
企
画
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
は
順
調

と
は
い
か
ず
、
内
容
の
見
直
し
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
内
容
の
変
更
な
ど
紆
余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
企
業

と
コ
ラ
ボ
し
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
や
企

画
内
容
を
考
え
、
作
品
を
制
作
す
る
こ

と
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
そ
し
て
素

晴
ら
し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
「
時

間
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
部
員
が
各
々
に

イ
メ
ー
ジ
す
る
イ
ラ
ス
ト
や
作
品
を
仕

上
げ
・
ポ
ス
タ
ー
の
企
画
・
案
内
、
企

画
タ
イ
ト
ル
、
企
画
を
す
る
に
至
っ
た

経
緯
や
大
学
や
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
砂

時
計
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
イ
ラ
ス
ト
を

用
い
、
全
体
的
な
雰
囲
気
や
色
合
い

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た

「
時
間
」
の
平

面
作
品
や
立
体
作
品
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
は
、
コ
ラ
ボ
先
で
あ
る
S
T
O
R
Y 

C
A
F
E
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
特
典
の
し
お
り
は
、
メ
イ

ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
画
像
を
用
い
て
、
空

を
時
間
に
例
え
、
過
去
を

「
夕
焼
け
」、

現
在
を

「
星
空
」、
未
来
を

「
朝
焼
け
」

の
三
部
作
に
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
作

品
の
展
示
も
現
地
で
行
い
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
に
訪
れ
た
多
く
の
お
客
様

は

「
東
京
工
科
大
学
」
や

「
総
合
創
作

部
」
を
知
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
今
回
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
多
く
の
方

に

「
東
京
工
科
大
学
」
や

「
総
合
創
作

部
」
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い

機
会
と
な
り
、
作
品
の
魅
力
が
伝
わ
っ

て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
総
合
創
作
部

の
普
段
の
活
動
は
学
園
祭
に
向
け
た
作

品
制
作
、
ま
た

「
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
一
次
創
作
の
即
売
会
や
、
デ
ザ

イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
作
品

展
を
行
な
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、

今
後
も
今
回
の
よ
う
な
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
ご
提
案
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
有
隣
堂
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
ろ

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
ん
に
ち
は
弓
道
部
で
す
。
ま
ず
、

「
弓
道
部
っ
て
ど
こ
で
活
動
し
て
い
る

の
？
」
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

弓
道
部
の
活
動
場
所
で
あ
る
弓
道
場

は
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
研

究
棟
Ｃ
の
隣

（
体
育
館
付
近
）
に
あ
り

ま
す
。

弓
道
部
は
試
合
、
練
習
、
合
宿
な
ど
、

本
学
の
部
活
・
サ
ー
ク
ル
の
中
で
も
一

段
と
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
部
活
動

で
す
。

昨
年
の
リ
ー
グ
戦
の
成
績
は
、
同
地

区
で
5
校
中
4
位
と
い
う
成
績
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
全

関
東
大
会
で
は
一
昨
年
よ
り
成
績
を
上

げ
ま
し
た
。

年
間
の
活
動
内
容
は
、
新
入
生
歓
迎

会

（
4
月
）、
百
射
会

（
5
月
）、
全

関
東
大
会

（
6
月
）、
ま
た
、
今
年
は

名
古
屋
に
て
開
催
予
定
の
全
日
本
大
会

（7
～
8
月
）、リ
ー
グ
戦
（9
～
10
月
）、

紅
華
祭
で
は
ク
レ
ー
プ
屋
の
模
擬
店
を

出
店

（
10
月
）、
Ｏ
Ｂ
射
会

（
11
月
）、

新
人
戦

（
3
月
）
と
年
間
を
通
し
て
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
が
あ
り
ま
す
。

更
に
、
春
と
夏
に
は
合
宿
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
弓
道
部
の
コ
ン
セ
プ
ト

は

「
将
来
に
活
か
す
」
で
す
。
部
活
動

で
試
合
に
勝
つ
、
よ
り
上
の
段
位
を
取

る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
頑
張
る
過
程
や

達
成
感
か
ら
、
教
室
で
の
学
習
だ
け
で

は
絶
対
に
得
ら
れ
な
い
も
の
を
得
て
引

退
・
卒
業
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
そ
れ
が
何
な
の
か
は
ま

だ
私
自
身
で
も
理
解
し
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。
更
に
そ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
部
活
動

と
サ
ー
ク
ル
の
違
い
で
あ
り
、
部
活
動

の
存
在
意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
で
初
め
て
部
長
の
任
に
就

き
ま
し
た
。
私
が
在
籍
し
て
い
る
学
部

は
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
た
め
、
予

想
外
の
展
開
で
し
た
。
初
め
て
の
部
長

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
部

員
を
引
っ
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
、
先

輩
、
後
輩
、
同
級
生
と
数
多
の
言
葉
を

交
わ
し
て
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
辿
り
着

き
ま
し
た
。
い
つ
、
ど
こ
で
そ
の
答
え

が
出
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
絶

対
に
こ
こ
で
の
頑
張
り
が
将
来
の
ど
こ

か
で
活
き
て
く
る
と
信
じ
て
今
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
弓
道
で
大
会

に
勝
ち
た
い
、
学
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
と

の
両
立
な
ど
自
分
な
り
の
目
標
へ
向
け

て
頑
張
り
た
い
強
い
志
を
持
つ
人
と
一

緒
に
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
人
が
大
勢
入
部
し

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

弓
道
部
は
、
現
在
部
員
数
減
少
に
悩

ん
で
い
ま
す
。
で
す
が
、
決
し
て
つ
ま

ら
な
い
競
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
他
の
競
技
よ
り
も

「
今
か
ら
始
め

て
も
遅
い
」
と
い
っ
た
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
3
代
上
の
Ｏ
Ｂ
の

中
に
は
、
大
学
1
年
冬
か
ら
始
め
て
2

段
を
取
っ
て
卒
業
さ
れ
た
方
も
い
ま
し

た
。活

動
の
様
子
な
ど
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｈ

Ｐ
な
ど
に
随
時
投
稿
し
て
い
ま
す
の
で
、

弓
道
部
Ｈ
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
『tu

tjp
a
rc

h
e
ry

.

o
rg

』
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
活

動
時
間
に
つ
い
て
も
Ｈ
Ｐ
よ
り
確
認
が

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
も
自

主
練
で
道
場
が
あ
い
て
い
る
時
は
あ
り

ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、弓
道
部
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

（bg
q

fg
q

n
@

g
m

a
il.

c
o

m

）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
見
学

か
ら
大
歓
迎
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
工
科
大
学
弓
道
部

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ボ
ウ
リ
ン
グ
部
の
主
な
活
動
は
、
春

と
秋
に
行
わ
れ
る
リ
ー
グ
と
夏
に
行
わ

れ
る
大
会
に
向
け
て
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
部
活
動
の
一
環
と

し
て
関
東
の
学
生
連
合
に
所
属
し
、
他

大
学
の
学
生
と
の
交
流
が
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
大
会

へ
出
場
し
て
い
る
選
手
も
多
数
在
籍
し
て

い
る
の
で
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
始
め
た
選
手
も
先
輩
か
ら
た

く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
技
術

を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年

度
は
、
女
子
が
全
国
大
会
で
2
位
、
男

子
は
関
東
大
会
で
1
位
か
ら
4
位
を
独

占
す
る
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い

ま
す
。
部

員
の
半
数

以
上
は
大

学
は
じ
め

の
選
手
な

の
で
誰
で

も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
ス
コ
ア

ア
ッ
プ
も
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康
的

な
体
づ
く
り
を
し
た
い
方
、
他
大
学
生

と
交
流
を
持
ち
た
い
方
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

が
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
大

募
集
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一

緒
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
見

学
、
説
明
、
入
部
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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L
i
n
u
x 

C
l
u
b
は
、
主
に

L
i
n
u
x
と
い
う
O
S
を
用
い
て
作

品
を
制
作
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
競
技

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
へ
の
参
加
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
技
術
の
向
上
を
主
な
目
的
と

し
た
他
サ
ー
ク
ル
と
は
少
々
毛
色
が
異

な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
作
品
制
作

の
手
段
と
し
て
扱
い
、
各
自
様
々
な
創

作
を
し
て
い
ま
す
。

L
i
n
u
x 

C
l
u
b
と
い
え
ど
、

活
動
内
容
は
L
i
n
u
x
の
利
用
の
み

に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
興
味
と
感

心
次
第
で
、
サ
ー
バ
ー
を
構
築
し
た
り
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
ゲ
ー

ム
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た

り
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

学
習
し
た
り
と
幅
広
い
内
容
に
取
り
組

め
る
の
が
、
L
i
n
u
x 

C
l
u
b
の

魅
力
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
系
技
術
だ
け
で
な
く
、
電
子
工

作
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
未
経
験
者
や
初
心

者
も
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
興
味
が

あ
る
技
術
や
研
究
し
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
先
輩
や
詳
し
い
メ
ン
バ
ー
に
質
問

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
お

お
よ
そ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
L
T
会

と
い
う
各
々
の
作
品
や
研
究
内
容
に

つ
い
て
発
表
し
あ
え
る
場
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
他
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
系
サ
ー
ク

ル
の
メ
ン
バ
ー
も
参

加
す
る
こ
と
が
あ

り
、

様

々

な

技

術

に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、

L

i

n

u

x 

C
l
u
b
で
は
多
く

の
研
究
へ
の
見
聞
を

広
め
た
り
、
己
の
技

術
力
を
向
上
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
紅
華

祭
で
は
、
各
個
人
の
作
品
や
研
究
内
容

を
他
者
に
向
け
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
制
作
し
た
も

の
で
も
、
仲
間
と
共
同
制
作
し
た
も
の

で
も
自
由
に
発
表
で
き
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
集
大
成
と
も
言
え
る
場
で
す
。
入

学
時
に
は
何
も
創
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
の
新

入
生
も
、
こ
の
頃
に
は
授
業
や
サ
ー
ク

ル
活
動
で
身
に
つ
け
た
知
識
で
楽
し
く

創
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。さ

ら
に
、
各
々
の
技
術
力
を
集
結
さ

せ
た
同
人
誌
を
作
成
し
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て

１
冊
の
本
を
編
集
し
、
頒
布
す
る
経
験

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
に
も
経

験
者
に
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
で
し
ょ

う
。L

i
n
u
x 

C
l
u
b
は
火
曜
日

に
講
義
実
験
棟
３
０
１
、
金
曜
日
に

講
義
実
験
棟
３
０
６
に
て
週
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
電
子
工
作
、
サ
ー
バ
ー
構
築
な
ど
、

各
技
術
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
是
非

L
i
n
u
x 

C
l
u
b
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
見
学
も
可
能
で
す
。

ま
だ
経
験
が
な
い
初
心
者
も
、
得
意

な
技
術
系
分
野
が
あ
る
経
験
者
も
、
ど

ち
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
で
き
る
自

由
で
刺
激
的
な
環
境
で
す
。
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72
ち
ょ
う
ど
昨
年
の
今
頃
、
中
国
武
漢
市
で
発

生
し
た
新
た
な
感
染
症
の
こ
と
が
大
々
的
に
報

道
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
当
初
、
対
岸
の
火
事
と

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
が
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
そ
の
後
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
な
り
、
今
で
も
そ
の
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
を

知
ら
な
い
。
平
和
の
祭
典
と
し
て
開
催
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
さ
れ
、

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
も
あ
っ
と
い
う
間
に
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

輕
部
前
学
長
が
２
月
に
永
眠
さ
れ
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
っ
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で

全
て
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
と
い
う
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
新
し
い
教
育
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
高
校
の
卒
業
式
、
大
学
の
入
学

式
も
迎
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
友
達
も
作
れ
な
い

状
況
で
一
人
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
新
入
生
や
在
学
生
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
べ
き
か
、
大
山

新
学
長
の
も
と
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
邁
進
し
た
一
年
と

な
っ
た
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
た
不
自
由
な
生
活
が
あ
る
一
方

で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
在
宅
勤
務
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー

ル
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
従
来
の

日
本
人
の
働
き
方
を
短
期
間
で
根
底
か
ら
変
え

た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
教
育
、
新
し
い
生
活
様
式
は
し
ば
ら
く
の
間
、

私
た
ち
の
生
活
に
連
れ
添
う
こ
と
だ
ろ
う
。

“
T

h
e
 N

ig
h

t is
 lo

n
g

 th
a
t n

e
v
e
r 

fi
n
d
s
 th

e
 d

a
y
.”

夜
明
け
が
来
な
い
長
い
夜
の
よ
う
な
時
間
は

ま
だ
続
く
が
、
私
た
ち
は
手
を
取
り
合
っ
て
助

け
合
い
、
少
し
ず
つ
前
に
進
む
し
か
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
た
暁
に

は
夜
明
け
が
必
ず
来
る
と
信
じ
て
。
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